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大阪府
■面積
行政区域面積 １，８９７．７２H

市街化区域面積 ９５，３２８ha

■人口動態
人　　口 ８，８１７，１６６人
世 帯 数 ３，６５４，２９３世帯
人口密度 ４，６５５人／H

人口伸率 ０．１％
高齢化率 １８．５％
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平成20年度府内市町村当初予算の概要

予算の特色と施策体系別主要事業一覧

大阪府総務部市町村課（問い合わせ：０６－６９４１－０３５１（内線３５０１））
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利用上の注意

① 行政区域面積は、国土交通省国土地理院「平成１９年全国都道府県市区町村別面積調」（平成１９年１０月１

日現在）による。

ただし、境界未定団体（大阪府内では大阪市淀川区、豊中市）については、総務省統計局において推定

した数値である。

②　市街化区域面積は、大阪府都市整備部総合計画課（平成２０年３月現在）による。

③ 人口、世帯数、人口密度、人口伸率は総務省統計局平成１７年国勢調査による。高齢化率は、総務省統計

局平成１７年国勢調査による。

＊　人口伸率は、平成１７年と平成１２年の国勢調査人口の比較である。

＊　高齢化率は、総人口に占める６５歳以上の人口の割合である。

④　骨格 ＝平成２０年度骨格予算　　暫定 ＝平成２０年度暫定予算　　※＝平成１９年度骨格予算

＊ 平成１９年度当初予算を骨格予算で編成した団体については、平成２０年度当初予算総額・一般会計予

算の対前年度比を「骨格予算比（肉付け後予算比）」としている。



豊 能 地 域

能勢町
■面積
行政区域面積 ９８．６８H

市街化区域面積 １０３ha

■人口動態
人　　口 １２，８９７人
世 帯 数 ３，８４４世帯
人口密度 １３１人／H

人口伸率 △９．１％
高齢化率 ２２．６％

豊中市
■面積
行政区域面積 ３６．３８H

市街化区域面積 ３，６６０ha

■人口動態
人　　口 ３８６，６２３人
世 帯 数 １６１，４１８世帯
人口密度 １０，６２７人／H

人口伸率 △１．３％
高齢化率 １８．４％

池田市
■面積
行政区域面積 ２２．０９H

市街化区域面積 １，０８８ha

■人口動態
人　　口 １０１，６１６人
世 帯 数 ４３，４０１世帯
人口密度 ４，５９６人／H

人口伸率 ０．１％
高齢化率 １８．７％

豊能町
■面積
行政区域面積 ３４．３７H

市街化区域面積 ３１５ha

■人口動態
人　　口 ２３，９２８人
世 帯 数 ７，９２５世帯
人口密度 ６９６人／H

人口伸率 △７．０％
高齢化率 １９．３％
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箕面市
■面積
行政区域面積 ４７．８４H

市街化区域面積 １，９８５ha

■人口動態
人　　口 １２７，１３５人
世 帯 数 ５１，６４６世帯
人口密度 ２，６５８人／H

人口伸率 １．８％
高齢化率 １６．８％

豊中市  
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田 
市   
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１．教育文化都市とよなかの創造

①（仮称）教育振興計画の策定新○ ５３８

②とよなか「学び」プロジェクト事業新○ １，６５８

③学校問題解決支援事業新○ ８７４

④耐震化推進事業（義務教育施設）新○ ５１，７２５

⑤中学校少人数学級事業充実 ６，５７７

⑥南郷目代今西氏屋敷国指定史跡化の推進新○

１１２

⑦市指定史跡原田城跡・国登録文化財旧羽室家住

宅の整備新○ ４８，１９９

⑧こんにちは赤ちゃん事業新○ ５６７

⑨民間保育所の運営助成新○ ８１，７１８

⑩放課後こどもクラブ事業４１クラブ（市立の全小

学校に設置） ４４，４１０

⑪少年自然の家及び青少年野外活動センターの活

性化 ５１５

２．安全安心都市とよなかの創造

①防災行政無線の再整備新○ ６９９

②市内水防観測設備整備事業新○ ５，０００

③消防自動車等の更新整備（８台） １６，７６４

④耐震性貯水槽（３基） ５，６６４

⑤特定建築物等の耐震診断補助（住宅４０棟、特定

建築物２棟） ３８０

⑥既存民間木造住宅耐震改修補助（５棟）新○ ３００

⑦耐震化推進事業（義務教育施設以外）新○５，３０７

⑧豊能広域急病センターの運営 １，４０４

⑨二次救急医療対策事業運営費・設備整備費補助

金 ７，３５７

⑩食育推進事業 ３４２

３．市民自治都市とよなかの創造

①自治基本条例に基づく取り組みの推進 １８６

②（仮称）コミュニティ基本方針の策定 １５０

③ＤＶ防止基本計画の策定 ６

４．活力都市とよなかの創造

①旧市立豊中病院跡地活用の事業化（土壌対策）

５１，２００

②豊中駅前まちづくり基本方針（交通計画）検討

調査 ３６０

③指定道路台帳システム開発業務新○ ８６９

④重点整備地区の交通バリアフリー整備の推進

４３，５３３

⑤豊中市企業立地促進条例に基づく事業の推進新○

１２

５．環境共生都市とよなかの創造

①地域省エネルギービジョンの推進 ３０８

②地球温暖化防止対策の推進 １，６２８

③国連「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）

の１０年」の推進 １２８

④クリーンランド新ごみ処理施設整備計画に基づ

く準備工事に伴う関連事業 ４，９７３

６．自主自立都市とよなかの創造

①市税徴収事務の一部民間活用導入新○ １，２０８

②証明書自動交付機の導入新○ １，３４６

③戸籍の電算化事業 ９，０４８

④電子自治体推進に向けての取り組み ３，１４０

⑤多様な情報発信手法の複合的活用 １，０００

⑥議会インターネット中継の基盤整備 ３，７００

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

当市は「子ども達の未来が輝くまちづくり」を目標として掲げ、基本政策である「教育文化都市」「安心安全都市」
「市民自治都市」「活力都市」「環境共生都市」「自主自律都市」の６つの都市像の実現に向けて、１４項目の重点施策
を推進するための事業を最優先に位置付け、選択と集中に基づく市政運営を進めている。平成２０年度には、限られ
た財源の中から重点予算枠を確保し、特に、学校教育の充実、子育ち子育て支援の充実、地域コミュニティの再生
のほか、産業振興施策の新たな展開や、耐震化事業などに重点的に取り組み、市の基本政策である教育文化都市な
ど６つの都市像の実現をめざしている。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　２４１，８９３百万円　対前年度比　９.９％減

平成２０年度一般会計予算　１２１，８２９百万円　対前年度比　１.７％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

豊 中 市



１．いきいきと輝く　にぎわいのあるまち

①既存民間建築物アスベスト対策補助事業１，０００

②既存民間建築物耐震改修補助事業新○ １８０

③歩道改良工事事業 １，１００

④中心市街地活性化対策事業 ５８０

⑤植木産業活性化事業 ８５

⑥住民情報システム管理事業 １５，３９０

⑦ホームページ情報発信事業 ３５９

⑧戸籍電算化事業新○ ３，３２２

⑨細河いらっしゃい祭開催事業 １００

２．ふれあいで築く　いきがいのあるまち

①エンゼル祝金交付事業 ５５０

②乳幼児エンゼル医療費助成事業 １５，８９５

③子ども見守り委員会運営事業 １５

④地域子育て支援拠点事業 １，７９８

⑤親子ふれあいＤＡＹ助成事業 １７

⑥若葉ママ応援事業 ４７

⑦子育て支援パンフレット作成事業 ７

⑧母子家庭自立支援給付事業 ７２３

⑨留守家庭児童会運営事業 ６４７

⑩幼稚園児エンゼル補助金交付事業 １７３

⑪私立幼稚園就園助成事業新○ ３６０

⑫私立幼稚園補助等事業新○ ６４０

⑬保育所児童エンゼル補助金交付事業 ６２４

⑭保育施設整備事業 １，０３０

⑮送迎保育ステーション事業 ２，５９３

⑯保健福祉総合センタ－建設事業 １４７，０００

⑰妊婦・乳児健康診査事業 ２，２５１

⑱訪問指導事業新○ ４５３

３．のびのび暮らす　うるおいのあるまち

①環境基本計画推進事業 １６８

②ごみ減量化推進事業 １，００１

③環境基金活用事業新○ １，３００

④防災対策事業 ３５４

⑤自主防災組織育成事業 ２４９

⑥交通安全啓発事業 ６６６

⑦まちなみ保存補助事業 ８００

⑧新エネルギービジョン推進事業 ８５０

⑨指定袋制実施事業 ７，４９１

４．個性をいかした　みりょくのあるまち

①落語みゅーじあむ事業 ２，０６０

②国際交流推進事業 ４０２

③青少年国際交流事業 １１５

④まちかどギャラリー事業 ７３

５．にんげんを育む　やさしさのあるまち

①教育タウンミーティング事業 ６

②「教育のまち池田」特区推進事業 ７，８１２

③「教育のまち池田」総合企画推進事業 ７８

④ふれあい教育推進事業 １１０

⑤特別支援教育推進事業 ８３４

⑥情報教育環境整備事業 １，７８７

⑦子ども安全対策事業 ２，２３４

⑧児童生徒総合支援事業 ６５８

⑨卓球のまちづくり事業 １９８

６．行財政を確立し　未来につなぐまち

①地域分権推進事業新○ ６，８５２

②総合計画策定事業新○ ５００

③市制施行７０周年記念事業新○ １，３７９

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成１８年度一般会計決算では、６年連続の黒字決算となったとはいえ、これには基金の取り崩しや市有地

の売却、さらには退職手当債の発行などによる臨時的収入が含まれており、また個人市民税は２年連続増加

しているものの、３年ぶりに市税収入が減少するなど、経常収支比率も１３年連続で１００％を超え、硬直化し

た財政構造が続いている。このような状況の中、総合計画の第３期実施計画を念頭に、行政評価により事業

の必要性や市民ニーズを総点検し、限られた予算を重点配分して予算編成を行った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　７３，４４６百万円　対前年度比　３.８％減（５.６％減）

平成２０年度一般会計予算　３６，６４７百万円　対前年度比　６.５％増（２.８％増）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

池 田 市
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〈安心してくらせるまちづくり〉

１．保健・医療・福祉の充実

①母子保健事業 ５，８６３

②予防接種事業 １６，５３１

③次世代育成支援行動計画（後期）策定事業 新○ ３７６

④学童保育実施事業 １８，３５６

学童保育実施事業（臨時） ４１９

⑤休日保育事業新○ ３１８

⑥後期高齢者医療費負担事業新○ ５９，５６６

２．生活環境の整備と保全

①次期住宅マスタープラン策定事業新○ ５９６

②公園施設補修事業 ５，１１９

３．安全の確保

①第一中学校改築事業 ２６，５４６

第一中学校改築事業（継続費） １５９，５４４

②施設耐震補強事業（小学校） ４２０

③住宅・建築物耐震改修促進事業 ６７１

④公共施設ＡＥＤ設置事業 ４６７

⑤防災行政無線整備事業 １９１

⑥通信事業（消防本部） ２，５８１

⑦常備消防車両購入更新事業 ９，３５９

〈いきいきとくらせるまちづくり〉

１．文化の振興と教育・学習環境の充実

①男女協働参画計画推進事業 ７１

②市民文化ホール改修等事業 ６７９

③教育専門員配置事業新○ ９０３

④（仮称）市民大学運営事業新○ ８５

⑤文化生涯学習情報提供事業 ７２３

２．自然環境の保全

①（仮称）環境美化条例制定検討事業 ２０

②環境政策推進事業 ５１０

③鳥獣保護事業 ４９６

３．産業の振興

①中心市街地振興事業 １，１２８

〈暮らしを支えるまちづくり〉

１．秩序ある市街地の形成

①都市計画推進事業 ５０１

②彩都地区小中一貫校整備事業新○ －

③水と緑の健康都市周辺地域整備計画策定事業

２４

④桜井駅前地区再整備事業 ２９

⑤都計道路小野原豊中線道路改良事業 ７３，０８７

⑥市道箕面土地５号線コミュニティ道路整備事業

新○ ７，４３４

⑦北大阪急行線延伸構想推進事業 １，５４８

⑧市内公共交通整備事業 ７７７

⑨鉄道駅バリアフリー化設備整備事業新○ ３，５００

⑩都市景観形成事業 ３７１

２．多様な市民活動の推進

①次期総合計画策定事業 １，３３６

②地域コミュニティ推進事業新○ ２２

③協働フロンティア事業新○ ９

特に力点を置いた重要施策は次の３点。
１．まちづくりの基本は循環と創造

持続可能なまち箕面をめざして、「水」「みどり」「ごみ」「情報」「交通」の循環と、「自然エネルギー
の創造」を基本コンセプトに施策を展開していく。
２．すべての市民がいきいきと暮らせるまち
地域課題の解決に向けて取り組む人材の育成等をめざして、（仮称）市民大学を開設し、市民同士の交

流や協働を進めるとともに、子育てや障がい者施策、バリアフリー化、男女協働参画にかかる取り組み
など、すべての市民がいきいきと暮らせるまちづくりを推進する。
３．まちづくりの主役は市民

市民主体のまちづくり、公益の向上をめざして、市民からの創造的な企画提案を募集し、新たな協働
事業などを展開していく。また、将来に向けて、市民協働を市民自らも支えていくという機運を醸成で
きるような仕組みや、地域コミュニティのより一層の活性化につながる仕組みの実現に向けて、地域分
権を発展させていく。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　２１６，７５２百万円　対前年度比　２０.１％増

平成２０年度一般会計予算　０３８，１００百万円　対前年度比　００.８％減箕 面 市

予算額
単位万円

予算額
単位万円

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────



１．一人ひとりが輝くまち

①中学校施設整備事業 １，６８２

②小学校施設整備事業 ６８６

③西公民館屋根改修事業新○ ５９４

④吉川プール解体整備事業 ３５０

⑤放課後子ども教室推進事業 １７９

⑥大堂キャンプ場解体事業新○ １５８

⑦いじめ不登校対策事業 １４８

⑧オンリーワン・スクール事業 １０２

⑨とよのの民話収集・保存事業新○ ３１

２．健康で安心して暮らせるまち

①麻しん排除計画推進事業新○ ４７１

②妊婦健診公費負担拡大事業新○ １６６

③ファミリーサポート支援事業新○ ２５

④保育所・幼稚園の今後のあり方検討事業新○ ７

３．うるおいと環境共生のまち

①猪名川上流広域ごみ処理施設組合負担金事業

１３，０５３

②衛生センター施設整備修理事業新○ ４，８０７

③野間口地域下水道操出金事業（臨時分）新○

１，１８３

④町営野間口住宅耐震診断事業新○ ３２９

⑤路線バスＩＣカードシステム導入補助事業新○

８６

⑥消防教育派遣事業 ３８

⑦豊能町展事業 ２３

⑧既存民間建築物耐震診断補助事業新○ ２３

４．活力と働きがいのあるまち

①高山地区まちづくり事業 ２１，８４３

②消費生活啓発シール作成事業新○ １５

③多重債務者対策事業新○ １３

５．計画推進のために

①第４次総合計画策定事業 ３９６

②（仮称）猪名川上流の地域資源を活用するネッ

トワーク会議事業新○ ３

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成２０年度予算は、新行財政改革推進計画案（平成１８年３月策定）に示しています、財政再建に向けた緊

急取組期間（平成１８～２０年度）であるため、計画に掲げている見直し項目の大半を予算に反映させ、前年

度より約１億２千万円の効果額を予算に反映した。

また、少子高齢化が進展する中、町の活性化を図るため、「安心して、いきいきと暮らせるまちづくり」

の実現に向けた諸施策（地域における育児の援助活動を支援するファミリーサポート支援事業など）を予算

に計上している。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１２，５３１百万円　対前年度比　１０.０％減

平成２０年度一般会計予算　０６，２５１百万円　対前年度比　０３.２％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

豊 能 町
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１．能勢の美しい景観と環境の育成

①し尿処理施設建設事業（債務負担行為）１，４８０

②公共下水道事業（処理場増設等） ５２，２９５

③農業集落排水事業（処理場建設等） １５，１４７

④豊能郡環境施設組合負担金事業 １５，３６０

⑤猪名川上流広域ごみ処理施設組合負担金事業

（広域ごみ処理施設建設） ７，４３１

⑥環境基金事業 ６１０

⑦地方バス路線維持費補助 ２，２７０

⑧森林整備・松くい虫防除事業 ８６５

⑨消防団機動隊高規格ポンプ車更新新○ ４，８２２

⑩ごみ分別収集体制整備新○ １，００１

⑪町道整備事業 ３，４００

⑫町道維持原材料支給・除草報償等 ７５８

２．人材の育成と能勢文化の創造

①淨るりシアター自主事業 １，０００

②公立文化施設活性化支援事業新○ １，８８０

③放課後子ども教室（元気広場）運営 ２８７

④学校教育検討委員会設置（新） ８８

⑤小中高連携事業・中高一貫教育 ２５４

⑥小学校情報処理教室パソコン更新新○ ４７０

⑦外国人教師招致事業（小・中学校） １，１０８

⑧不登校支援対策 １００

⑨子どもと親の相談員活用調査研究事業 １４０

⑩学校安全対策事業 １，２５６

⑪浄るり公演事業 １７１

⑫小学校施設整備 １，０９１

⑬中学校施設整備 １，０４０

⑭地域情報整備事業新○ ２００

３．ふれあいと生きがいのある地域づくり

①身体障害者福祉事業 １３，１５８

②老人福祉事業 １，２４４

③福祉医療（乳幼児等）医療助成費 ４，８８０

④次世代育成対策（子育て支援）事業 ３０３

⑤次世代育成支援行動（後期）計画策定新○ １００

⑥児童福祉施設（保育所）運営 １３，８３１

⑦子育て支援センター運営 ８９９

⑧学童保育事業（放課後児童クラブ） ５０８

⑨私立幼稚園就園関係助成・補助 ３，４３６

⑩後期高齢者医療広域連合負担金等 １５，４７５

⑪妊産婦健診費用の助成回数拡大新○ １７０

⑫特定健康診査・保健指導新○ ８４３

４．自然を活かした個性ある産業の育成

①里山再生整備事業新○ ４００

②能勢栗振興事業新○ ７２

③経営体育成基盤整備事業 ６３０

④農地・水・環境保全向上対策事業 ６００

⑤耕作推進支援事業新○ ２５８

⑥団体営ほ場整備事業換地業務 ６，６３２

⑦観光振興事業・観光案内所運営 ２００

⑧土地利用計画調査事業 ２９１

⑨商工支援事業 ４３０

５．計画の推進に向けて

①広域連携事業 ３６

②広報「のせ」「声の広報」発行 ６３８

③住民自治推進支援事業・協働事業交付金 ５００

④総合行政システム管理運用 ６，４６８

⑤職員研修事業 １９５

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

かねていい続けている「あるお金で予算を組む」ということを基本とし、施策の重点化をはかりつつ、昨年度

に引き続き「緊縮を是」とし、事務事業評価により各種の事業費をゼロベースで見直し、部局ごとに歳出一般財

源を「枠配分方式」により配分し、予算編成事務にあたった。

一般会計については、後期高齢医療制度の創設、猪名川上流広域ごみ処理施設建設に係る事業量の増加や消防

団機動隊の高規格ポンプ車２台の更新経費等の計上により、対前年度比、１億２千万円増の４０億２，５００万円の計

上となった。

また、７特別会計と１事業会計を加えた、９会計の予算総額は、後期高齢者医療制度の創設による被保険者数

の減少に伴う国民健康保険特別会計と統合簡易水道整備事業費の減少による水道事業会計の減額などにより、対

前年度比で、８億２，９５９万円減の８３億１，６９９万円の計上となった。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　８，３１７百万円　対前年度比　９.１％減

平成２０年度一般会計予算　４，０２５百万円　対前年度比　３.１％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

能 勢 町



摂津市
■面積
行政区域面積 １４．８８H

市街化区域面積 １，３４９ha

■人口動態
人　　口 ８５，００９人
世 帯 数 ３４，０４８世帯
人口密度 ５，７１７人／H

人口伸率 △０．１％
高齢化率 １４．９％

茨木市
■面積
行政区域面積 ７６．５２H

市街化区域面積 ３，３１９ha

■人口動態
人　　口 ２６７，９６１人
世 帯 数 １０５，７８２世帯
人口密度 ３，５０２人／H

人口伸率 ２．８％
高齢化率 １５．５％

吹田市
■面積
行政区域面積 ３６．１１H

市街化区域面積 ３，６１１ha

■人口動態
人　　口 ３５３，８８５人
世 帯 数 １４９，５２５世帯
人口密度 ９，８００人／H

人口伸率 １．７％
高齢化率 １６．１％

三 島 地 域

高槻市
■面積
行政区域面積 １０５．３１H

市街化区域面積 ３，３２９ha

■人口動態
人　　口 ３５１，８２６人
世 帯 数 １３７，７５５世帯
人口密度 ３，３４１人／H

人口伸率 △１．６％
高齢化率 １９．０％

島本町
■面積
行政区域面積 １６．７８H

市街化区域面積 ３３７ha

■人口動態
人　　口 ２９，０５２人
世 帯 数 １０，８６７世帯
人口密度 １，７３１人／H

人口伸率 △３．６％
高齢化率 １６．９％
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１．すべての人がいきいき輝くまちづくり

①平和大使派遣事業新○ １９９

２．市民自治が育む自立のまちづくり

①戸籍等情報システム導入事業 ２８，７６３

②市民協働学習センター事業 ２１４

③通信・情報機器の活用 ４５，７５１

④情報技術を利用した情報の共有化 ９，１２２

３．健康で安心して暮らせるまちづくり

①高齢者ランチルームモデル事業新○ ８０

②生活機能評価事業新○ １４，１３１

③日中活動重度障害者支援事業新○ １２，０７０

④中国残留邦人生活支援事業新○ １０，３６８

⑤国保健診・保健指導事業新○ ２３，０６３

⑥３０歳代健康診査新○ ８，６０７

⑦聴力検診新○ ２００

⑧Ｃ型・Ｂ型肝炎ウィルス検診新○ ５９０

⑨ペプシノゲン胃検診新○ ４９３

４．個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

①小中学校における３５人学級の導入事業新○

１，６２０

②子どもサポートチーム事業新○ ３２３

③教職員元気アッププラン事業新○ ２００

④学校問題解決支援事業新○ ３２１

⑤教育研究大会事業新○ ９２

⑥文化振興基本計画策定事業新○ ３８

５．環境を守り育てるまちづくり

①ごみ処理施設の整備 ４９０，８８８

②環境配慮指針策定事業新○ ２７３

６．安全で魅力的なまちづくり

①千里山駅周辺整備事業 ８００

②千里南地区センター再整備事業 ３，８００

③東部拠点整備事業 ２４６，１７９

④西吹田駅前線立体交差事業 ２，８８５

⑤防災行政無線デジタル化改修新○ ６，９２５

⑥すいた地籍調査官民境界等先行型促進事業新○

９７６

⑦雨水貯留タンク設置助成事業新○ ９６

７．活力あふれにぎわいのあるまちづくり

①ＪＯＢカフェ運営事業新○ ４，０２４

８．基本計画推進のために

①市庁舎電算用非常電気設備設置 ９，５００

②まちづくり政策研究所の運営 ９９７

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

税制改正等の要因により前年度同様市税収入の増が見込まれる一方で、三位一体改革の影響において本市

では減収となる見込みに加えて大阪府からの補助金が見直されるなど、依然、歳入面では予断を許さない状

況にある。このような状況のもと地方分権型社会の推進を目指すべく本市独自の政策課題を４６項目にまと

めた重点プログラム及び１３６項目からなるまちづくり推進ポリシーに掲げる事業へ予算の重点をおいた。ま

た、経常的物件費や維持補修費については各部局が施策・事業の選択と集中を図ったうえ、限りある財源を

効果的に活用できるよう自ら編成を行う枠配分型予算を継続し、効率の追求に努めた。しかしながら、２０

年度は退職金の増や大型事業の実施などの新しい要素に対応する必要が生じ、財政調整基金の取崩しや赤字

地方債の発行に頼らざるを得ない厳しい予算編成となった。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１９７，０５４百万円　対前年度比　６.５％減（１.１％増）
平成２０年度一般会計予算　１０５，６６７百万円　対前年度比　３.３％増（０.３％減）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

吹 田 市 ※



１．心がかよう共につくるまちづくり

①市民協働のまちづくり事業新○ １１１

２．やさしさとやすらぎのまちづくり

①保育所の新設・改築等による定員増新○ ７，７６９

②乳児を中心とした新たな保育制度創設新○

（保護者負担軽減、認定保育施設へ助成）６，１９６

③庄所子育てすくすくセンター開設新○

（乳幼児の一時預かり事業の実施など） １，２５９

④こんにちは赤ちゃん事業新○ ５１７

⑤後期高齢者医療制度の実施新○ ９４１，１４３

⑥地域密着型介護施設等の整備 ３８，４９４

⑦高齢者虐待防止への取組 ４２

⑧認知症高齢者を支える取組 ８５

⑨第３次障害者長期行動計画等の策定 ４０７

⑩特定健診・特定保健指導の実施 ２５，１４８

⑪基本健康診査の無料化と対象年齢拡大 ４，８０７

⑫がん検診の充実（前立腺がん検診） ３２，３７７

⑬人間ドック受診への助成拡大 ５，０４０

３．ひとが輝く育みのまちづくり

①学童保育室の整備 ７，１７０

②小学校の少人数事業を全学年に拡大 １２６，０００

③全小学校に学校図書館支援員を配置新○ ７，３２１

④食育推進計画の策定、食育フェア開催等 ５３４

⑤小学校・幼稚園への警備員の配置 ６，７００

⑥ＡＥＤの設置（全４１小学校ほか） １，７５１

４．調和のとれた都市環境のまちづくり

①防災公園（古曽部中央公園）の整備 １５１，５３５

②第二名神自動車道　周辺道路整備 １３，８７３

③交通バリアフリー施設整備事業 ４５，５８５

④ＪＲ高槻駅北東地区市街地整備 ２，１４２

〃　　（周辺道路整備） ７４，３０９

⑤富田駅周辺のまちづくり検討 ２１９

⑥都市計画マスタープラン策定基礎調査新○ ２１１

⑦都市景観形成 ７６２

⑧芥川創生の取組（津之江公園整備） １７，２５０

５．安全で快適なまちづくり

①公共施設の耐震化

（小中学校体育館等） ６２，５００

②道路橋梁の耐震補強工事 ２，５００

③公共施設耐震化基金 １００，０００

④消防本部建て替えに向けた実施設計 ６，０９８

⑤民間建築物の耐震化（診断・工事助成）３，０４０

⑥自主防災組織への支援、防災啓発等 １，１０８

⑦安全啓発エコバックの配布等新○ ５５０

⑧救急業務の高度化 １，４００

⑨地球温暖化防止対策

（ペレットストーブ導入補助新○他） １，５０２

⑩コンビニ収納の開始（軽自動車税）新○ ２２６

６．にぎわいと活力のあるまちづくり

①中心市街地活性化推進事業 ７７１

②企業誘致の促進 ３，０９３

③農林業活性化方策の検討 ５７

④高槻ブランド戦略の検討 １０８

７．計画の推進にあたって

①市民参加の促進（市長と語るまちづくり会議、

まちづくり提案制度） ３

②新総合計画策定基礎調査新○ ７１２

③市政施行６５周年、中核市移行５周年記念式典

２００

29自治大阪 ／ 2008 － 5

少子高齢化の進行、多様化する市民ニーズ、国の歳出・歳入一体改革にむけた歳出削減など、本市を取り巻く環

境が一層厳しさを増してきている中、限られた経営資源を有効に活用するべく、業務精査への取組みを中心として、

事務事業をゼロベースから見直すことにより、５つの重点施策である「子育て・教育・食育」、「安全・安心のまち

づくり」、「都市機能の充実」、「高齢者・福祉・医療」、「市民参加・市民協働」への取り組みに対して重点的に予算

を配分した。

高 槻 市

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１８９，９５０百万円　対前年度比　８.７％減（１０.１％減）

平成２０年度一般会計予算　０９５，４８５百万円　対前年度比　２.７％増（００.２％増）

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────
予算額
単位万円

予算額
単位万円

※※



１．行財政改革を推進し、時代の変化に対応できる、

健全な行財政運営を

①指定管理者制度の導入 ６，１００

②広報いばらきの充実 ３，９２９

③総合評価一般競争入札制度の導入 ７

④市制施行６０周年記念事業 １１，０１７

２．保健・医療・福祉を充実して、人権が尊重され

る都市づくりを

①共同生活介護（ケアホーム）等開設補助制度の

拡充 １，８８９

②障害者移動支援従事者養成研修の実施 ２０７

③障害福祉計画の策定 ３７０

④高齢者ごいっしょサービス事業新○ ６８

⑤家族介護用品支給事業の拡充 ７３６

⑥高齢者保健福祉計画等の策定 ８２１

⑦特定健診・特定保健指導の実施 １７，９９３

⑧がん健診の充実 ３４，５７２

⑨人権週間記念講演会の開催 １３４

３．地域経済を活性化し、商工業と農林業の振興を

①産業フォーラムの開催 ３５０

②中小企業経営アドバイザーの充実 ４１６

③（仮称）彩都新バイオインキュベータ運営負担金 １，７５５

④企業立地促進奨励金 ２４，８００

４．教育・文化やスポーツを振興して、活力に満ち

た文化都市づくりを

①放課後子ども教室推進事業 ５，１９９

②留守家庭児童会の１時間延長の通年化 １，９１７

③小学校学校給食委託化の推進 ６，８３３

④中学校ランチ事業の拡充 ７，５４５

⑤小学校ＡＬＴ（外国人英語活動指導助手）の増員 １，００８

⑥学びサポートチーム派遣員の拡充 ３，２１３

⑦子ども支援協力員の増員 １，０３０

⑧学校図書館教育推進交付金の創設 ２３５

⑨教育相談員の増員・相談室の増設 ２，１１６

⑩小・中学校施設の整備 ４８，５６０

⑪幼稚園施設の整備 ２，００４

⑫小中学校屋内運動場等の耐震補強の推進 ３５，２１３

⑬彩都西小学校校舎増築事業 ４６，４７３

⑭生涯学習センター講座の充実 ６，８７５

⑮元茨木川緑地彫刻コンクールの実施 ９４３

⑯元茨木川緑地歴史ウォークの実施 ２１１

⑰文化財資料館内ＤＶＤコーナーの設置 ４００

⑱子ども読書活動推進事業 ３５５

５．次代をになう子どもたちへの施策を充実し、少

子化対策の推進を

①認定こども園運営費等補助事業 １，０５４

②次世代育成支援行動計画の見直し ３０７

③地域子育て支援拠点事業 ８，４０８

④私立保育所運営補助事業 ７１，６８１

６．住みよい生活環境をまもり、安全・安心な都市

づくりを

①道路の新設・改良 １１，０００

②街路の整備 ５８，０８７

③橋梁の新設・改良 ２３，７９３

④下水道整備の推進 １４１，６１０

⑤放置自転車等の夜間撤去 ７１

⑥茨木市都市景観賞表彰式・記念講演会の開催 １３６

⑦生活環境の保全に向けた調査の実施 ９００

⑧駅前広場内路上ガムの除去 ２５２

⑨幼稚園園庭の緑化 ５２５

⑩地震防災マップの作成・配布 ６７３

⑪地震対策推進事業補助金の拡充 １，０７５
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

今年度は市長改選年度にあたることから、経常経費を主とした骨格予算であり、「市民が安全で安心して暮ら
せるための事業」「医療制度改革等の新たな制度に対応するための事業」「当初予算から実施する方が効果があ
がる新規拡充事業」を基本に予算を編成し、さらなる市民サービスの向上施策は６月補正予算において対応す
る。また、今年は市制施行６０周年にあたるため、記念式典や各種記念事業を実施するとともに、財政の健全性
を念頭に、市債の発行の抑制や財政調整基金からの繰入金の減額などを行った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１３７，９０７百万円　対前年度比　８.６％減

平成２０年度一般会計予算　０７１，９３０百万円　対前年度比　３.６％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

茨 木 市 骨格



１．快適な都市機能

①千里丘西地区市街地再開発支援事業 ７１３

②南千里丘まちづくり事業 １２４，５２８

③南千里丘土地区画整理事業 ６４，５３６

④コミュニティプラザ整備事業 １，０１０

⑤吹田操車場跡地まちづくり事業 ９２３

２．健康な心と体

①介護予防・ふれあい事業 ２，３００

②介護給付適正化事業 １１４

③特定高齢者把握事業 ２，５７４

④障害者雇用助成事業 ４１０

⑤地域生活支援事業 １０，４１４

⑥学童保育室施設整備事業 ２，７４７

⑦乳幼児医療費助成事業 １４，２４２

⑧地域子育て支援補助事業 １，５８０

⑨児童虐待防止キャンペーン事業新○ ３０

⑩がん検診事業 ２，０６８

⑪妊婦健康診査事業 ２，５２０

３．文化と教育

①バンダバーグ市友好都市締結１０周年記念事業新○

３０３

②文化振興事業新○ ９１

③学校・家庭連携支援モデル事業 ８１６

④小学１年生等学級補助員配置事業新○ １，１９６

⑤学校読書活動推進サポーター配置事業 新○ ２，０７０

⑥摂津市小中連携推進事業新○ １００

⑦学習サポーター派遣事業新○ １５０

⑧小中学校学習環境改善事業新○ １５，７９７

⑨安全対策事業 １，６６７

⑩せっつ生涯学習大学事業新○ １００

⑪野外活動支援事業新○ ４８

⑫スポーツセンター管理事業新○ ２，７６６

４．産業と消費

①中小企業育成事業 ４０

②地域就労支援事業 １８９

③消費生活相談ルーム事業 ７７５

５．快適な都市環境

①市営住宅建替え事業 ４，１１２

②正雀駅耐震補強補助事業新○ ３，０００

③犯罪被害者等支援事業 ６６５

④震災対策推進事業 ６３０

⑤消防本部車両・資機材整備事業 ２１，１０６

⑥温暖化対策事業 ７４

⑦ごみ減量啓発事業 ２２９

⑧阪急京都線連続立体交差事業 ４２０

⑨狭隘道路整備事業新○ ２，０００

⑩阪急正雀駅前道路改良事業新○ ６，０００

⑪公共下水道整備事業 ３６，３３５

６．自立と協働

①戸籍事務事業 ８８４

②基幹業務オープンシステム事業 ２４，２４３

③地域コミュニティセンター構想策定事業 ２９

④総合計画策定事業新○ １，１００

⑤インターネット公売事業新○ １０

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　５８，０３８百万円　対前年度比　０.８％減

平成２０年度一般会計予算　３３，３３４百万円　対前年度比　９.２％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

摂 津 市
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歳入の根幹となる市税収入が、好調な法人市民税等に支えられる見通しであるが、すでに始まっている団

塊世代の退職、格差社会の到来による中間所得層の減少により、中長期的に見ると歳入は先細りの状況であ

り、引き続き厳しい財政状況である。そのような中ではあるが、夢多き活気あふれるまちづくりをめざし、

歩みを始めるとともに、子どもがすくすく育ち、高齢者が活き活き暮らす、安全・安心のまちづくりにむけ

た予算編成を行った。どうしても必要なこと、今実行に移さなくてはならないことを、将来のために、機を

逃さず進めていく。
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１．人間尊重

①人権啓発事業 ３９６

②社会啓発事業 ４２８

２．自然環境の保全と都市環境の整備

①森林保全整備事業 ５６０

②環境対策事業 ８６６

③住民地域環境調査実施事業新○ ３４３

④不法投棄ごみ防止パトロ－ル事業 ２３０

⑤地震防災マップ作成事業新○ ４９０

⑥浸水対策事業 ５９３

⑦放置自転車保管所の整備新○ ６００

⑧防犯対策事業 １，４１３

３．自律・創造・協働

①ホームページの充実 ３２７

②自治振興事業 ７４４

４．まちの基盤整備

①島本駅設置事業 １３，４０８

５．保健・医療・福祉

①母子健康事業 １，４３８

②地域福祉推進事業 ４，５０７

③福祉対策事業 ３，１０９

④地域子育て支援事業 ７８５

⑤母子自立支援事業 １４４

⑥年長者支援事業 １，００３

⑦年長者在宅福祉事業 ３，６９５

⑧障害者更正援護事業 ７，１６５

⑨在宅障害者援護事業 １１，１３７

⑩水無瀬駅バリアフリー化事業新○ ２，２２２

６．教育・生涯学習

①預かり保育事業 １５３

②小学校施設整備事業 ５，１４６

③放課後子ども教室の実施 ２３４

④英語特区事業 ３，４０２

⑤地域教育の活性化 １２５

⑥青少年教育事業 ３７４

⑦スポ－ツ振興事業 ６６９

⑧史跡桜井駅跡整備事業新○ １，５０３

⑨歴史資料館管理運営事業 ５４８

７．構想実現に向けて

①第四次島本町総合計画の策定新○ ７６８

②（仮称）まちづくり基本条例制定事業新○ ９４

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成２０年度の歳入は、町の自主財源である町税収入見込みは、納税者人口や平均所得などの減少により、

対前年度比において大幅な減少となる見込みである。一方、地方交付税のうち普通交付税は、増額となって

おり、町債については、前年度の借換債を除き減額とし、将来の公債費負担の抑制に努めた。

歳出は、時代の変革期に対応すべく、第３次島本町総合計画に示された、まちづくりの６つの基本方針で

ある『人間尊重』『自然環境の保全と都市環境の整備』『自律・創造・協働』『まちの基盤整備』『保健・医

療・福祉』『教育・生涯学習』に基づき、施策を着実に推進すべく予算編成を行った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１６，０７７百万円　対前年度比　１６.４％減

平成２０年度一般会計予算　０８，５６０百万円　対前年度比　１７.６％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

島 本 町
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枚 方 市  

交野市  

大東市  

門真市 

守口市 守口市   守口市 
  寝屋川市 

四條畷市 

北 河 内 地 域

交野市
■面積
行政区域面積 ２５．５５H

市街化区域面積 ９１６ha

■人口動態
人　　口 ７７，６４４人
世 帯 数 ２７，２６９世帯
人口密度 ３，０３９人／H

人口伸率 ０．９％
高齢化率 １６．５％

枚方市
■面積
行政区域面積 ６５．０８H

市街化区域面積 ４，１３７ha

■人口動態
人　　口 ４０４，０４４人
世 帯 数 １５５，５５１世帯
人口密度 ６，２０８人／H

人口伸率 ０．４％
高齢化率 １６．２％

寝屋川市
■面積
行政区域面積 ２４．７３H

市街化区域面積 ２，１００ha

■人口動態
人　　口 ２４１，８１６人
世 帯 数 ９５，８９６世帯
人口密度 ９，７７８人／H

人口伸率 △３．６％
高齢化率 １７．３％

四條畷市
■面積
行政区域面積 １８．７４H

市街化区域面積 ５９０ha

■人口動態
人　　口 ５７，３４２人
世 帯 数 ２１，４１２世帯
人口密度 ３，０６０人／H

人口伸率 ４．０％
高齢化率 １５．７％

大東市
■面積
行政区域面積 １８．２７H

市街化区域面積 １，１８７ha

■人口動態
人　　口 １２６，５０４人
世 帯 数 ４９，０８２世帯
人口密度 ６，９２４人／H

人口伸率 △１．９％
高齢化率 １６．２％

門真市
■面積
行政区域面積 １２．２８H

市街化区域面積 １，１８６ha

■人口動態
人　　口 １３１，７０６人
世 帯 数 ５５，３８４世帯
人口密度 １０，７２５人／H

人口伸率 △２．９％
高齢化率 １７．６％

守口市
■面積
行政区域面積 １２．７３H

市街化区域面積 １，１７８ha

■人口動態
人　　口 １４７，４６５人
世 帯 数 ６２，９２８世帯
人口密度 １１，５８４人／H

人口伸率 △３．２％
高齢化率 １９．９％



１．健康で活きいきと暮らすまちづくり

①麻しん・風しん定期予防接種対象拡大 ２，１０４

②特定健診事業新○ １５，２４０

③特定保健指導事業新○ ９７

④妊婦無料健康診査の拡大新○ ６２８

⑤第３８回大気汚染公害認定研究会 １４０

⑥中国残留邦人等に対する給付金事業新○ ７６５

⑦障害者地域雇用支援事業新○ ３７５

⑧第２期障害福祉計画策定 ２１８

⑨オストメイトトイレ設置新○ １０６

⑩視覚障害者情報支援機器設置新○ １００

⑪母子家庭自立支援教育訓練給付金事業新○ ５０

⑫民間保育園の建替え補助事業新○ １２，０４２

⑬保育所空調設備工事事業新○ １，０３９

⑭老人保健福祉計画策定の見直し ２４０

２．安心して学べる教育環境づくり

①小中学校芝生化モデル事業新○ ５５０

②小中学校耐震補強工事 ２５，１１６

③小中学校耐震診断及び実施設計業務委託３，９４５

④小学校吹き付けアスベスト除去工事 ３，３６９

⑤特別支援教育支援員派遣事業新○ ２４０

⑥小中学校情報機器活用授業促進事業新○ ８９１

⑦（仮称）市民成人大学講座調査研究事業新○

８９１

３．安心安全なまちづくり

①プラスチック製容器包装の収集体制の拡大新○

３６０

②事業向けごみ減量冊子の作成新○ ４９

③ペットボトル収集体制の拡大新○ ４２０

④ごみ焼却炉改良工事新○ ８，８５３

⑤旧し尿処理場土壌調査新○ ５５０

⑥自主防災組織の結成促進 ７０

⑦交通バリアフリー道路の整備（市道守口２６号

線） １，１００

⑧交通安全施設整備事業（歩道改良工事）３，２２７

⑨都市計画道路八島大久保線整備事業 １２，２２４

⑩地上波デジタルＴＶ電波障害影響調査新○ ４８３

４．地域の活性化に向けたまちづくり

①未利用地活用事業 ２１０，０１２

②「守口大根」生産拡大の促進新○ ６０

５．市民サービスの向上にむけたまちづくり

①総合基本計画策定事業 １，３００

②市税コンビニエンスストア収納委託事業新○ ５０

③地図情報デジタル化事業新○ ２９０
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平成２０年２月に財政危機対策指針〔第２次改定版〕を策定し、前回策定の指針に基づく各項目について、

当初の財政効果が得られないものの再見直し、未着手項目の前倒しや取組項目の拡充、また、広告料収入を

はじめとする新たな財源の確保や未利用地の活用事業などを実施し、さらなる財政の健全化に向け取り組ん

でいく。

平成２０年度は、財政の健全化を進めつつ、限られた予算のなかで、少子化対策、耐震化の推進、ごみ減量

対策、教育環境の充実など、市民福祉を向上する施策とのバランスに配慮し、予算を投入した。

平成２０年度当初予算の総額は、８７６億４千２百万円、対前年度比１１％減となっており、うち一般会計予算

は５２６億２千万円、対前年度比２.２３％減となっている。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　８７,６４２百万円　対前年度比　１１.０％減

平成２０年度一般会計予算　５２,６２０百万円　対前年度比　０２.２％減

予算額
単位万円

守 口 市

予算額
単位万円



１．人と自然が共生する環境保全のまち

①一般廃棄物処理基本計画策定事業新○ ５５０

②ごみ処理（工場）経費（東部清掃工場）新○

２６，７３６

③プラスチック製容器包装類収集事業 １４，７４２

④里山保全支援事業 ２１０

⑤印田町ふれあい公園整備事業 ２９，５９９

２．やすらぎのなか、世代をつないで住み続けられ

るまち

①既存民間建築物耐震改修促進事業 １，１５０

②新火葬場（枚方市立やすらぎの杜）経費新○

１２，４５１

③岡本町１号線横断歩道橋設置事業 ２２，８９３

④主要道路リフレッシュ整備事業 ６，２００

⑤地区計画策定調査委託事業新○ ８２０

⑥京阪本線連続立体交差事業 ６，６１０

３．魅力にあふれ、生き生きとしたまち

①楠葉中之芝遺跡範囲内容確認調査事業新○

１，３８８

②史跡九頭神廃寺保存整備事業 ７，５７０

③歴史的景観保全事業 １，８６０

④牧野駅東地区周辺整備事業 ２３，２４９

⑤長尾駅前広場整備事業 １７，７７９

⑥地域経済活性化基金積立金新○ １０，０００

⑦創業実践塾開設事業新○ １００

４．健康で心豊かな自立と共生のまち

①新病院整備実施計画策定事業新○ ２，０００

②食育推進事業 １８７

③後期高齢者医療事業 ２３９，１９２

④特定健康診査等事業（国民健康保険）新○

１３，９６０

⑤高齢者バスカード事業 １，８８３

⑥介護保険事業計画策定事業新○ ５８７

５．ふれあい、学びあい、感動できるまち

①保育所ふれあい体験事業新○ ８４

②枚方第二小学校校舎改築事業 ４１，７２０

③学習環境整備事業新○ ２７６，３７８

④基礎学力向上プロジェクト事業 ２，６９１

⑤校内ＬＡＮ整備事業新○ ７，６６１

⑥英語教育推進事業 １０，８６８

６．みんなでつくる分権・市民参加のまち

①地域づくりデザイン事業 １，１１１

②地域通貨事業 ３５０

③ＮＰＯ活動支援事業新○ ３３１

④包括外部監査関係経費 １，００８

⑤総合計画関係経費 ７８９
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平成２０年度当初予算は、一般会計で前年度に比べ１億円減（▲０.１％）の１，０７６億円を計上した。主な内容と

しては、義務的経費において、職員数の削減や退職手当の減少により人件費は、減少したものの、扶助費は依然

増加しており、公債費については、公的資金補償金免除繰上償還及び平成９年度債の借換のため増加となった。

一方、投資的経費においては、学習環境ＰＦＩ事業や駅前広場、教育施設整備等の新規事業を計上したが、２大

プロジェクトである東部清掃工場と新火葬場の事業費減少により、総額では減少となった。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　２１７，５４５百万円　対前年度比　４.９％減（５.８％減）

平成２０年度一般会計予算　１０７，６００百万円　対前年度比　０.１％減（２.０％減）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

枚 方 市 ※※



１．元気でいきいき活動できるまちづくり

①人権尊重のまちづくり条例の推進 －

②食育推進事業 ４０６

③妊婦一般健康診査の公費負担の拡大 ７，１４２

④コミュニティソーシャルワーカー配置事業 ３，４８０

⑤地域包括支援センターの増設及び委託化 ３，６６３

⑥徘徊高齢者の発見支援メール事業新○ １２５

⑦高齢者住宅用火災警報器設置促進事業 ２，４３０

⑧緊急シェルター事業新○ ８１

⑨オストメイト対応トイレ整備事業新○ ３１３

⑩つどいの広場の新設新○ ９２９

⑪地域子育て支援センターの増設 ７４１

⑫こんにちは赤ちゃん事業及び育児支援家庭訪問

事業新○ ３１０

２．安全で安心してくらせるまちづくり

①都市計画マスタープランの見直しに向けての基

礎調査新○ ２７０

②寝屋川市駅東地区第二種市街地再開発事業

８７，５４５

③香里園駅東地区第一種市街地再開発事業 ４４，５９０

④沿道にぎわい創出構想策定事業新○ ５００

⑤寝屋南土地区画整理事業 ２５，０６０

⑥ＪＲ東寝屋川駅周辺地区交通バリアフリー事業

９，３００

⑦京阪本線連続立体交差事業 ２，２１８

⑧公共交通対策事業（タウンくる運行） ６，０４８

⑨都市計画道路寝屋川駅前線事業 １，６５０

⑩都市計画道路萱島堀溝線事業 １６，４３６

⑪市道国守中央南北線事業 １１，８５３

⑫健康遊具設置事業 ５００

⑬木造戸建住宅耐震改修補助金新○ ６００

⑭公共施設及び私立幼稚園へのＡＥＤ設置 １，２２０

⑮防犯灯維持管理・新設改造補助金の拡充 ５，１９４

⑯上水道の安定供給（配水管整備事業） ３８，１３７

⑰浸水対策の推進（水路改修工事等） １０，２７４

⑱資源ごみ集団回収活動の支援充実 ３，７３６

３．文化を創造し生きる力を育むまちづくり

①小中学校施設の耐震化 ４６，３８６

②学校給食の食器改善 １，１３８

③英語指導助手の派遣 ５，５４４

④英検受検料の支援充実 ５５０

⑤少人数教育推進事業新○ １２，４６６

⑥学校教育ＩＣＴ環境整備事業 ３，５８９

⑦東図書館子ども図書室設置事業新○ １，８２０

⑧子どもの安全見守り隊事業 １１９

⑨ＣＡＰ（子どもへの暴力防止）プログラム ２１７

⑩新寝屋川八景策定事業 １５４

４．くらしを支える活力あるまちづくり

①商品券発行等支援事業 １，２１５

②特産品創造推進事業 １５０

③消費生活相談事業（土曜日開庁） ２６０

④携帯サイト版行政情報提供システム及びホーム

ページ管理システム ３３６

５．元気都市　寝屋川づくりを推進していくために

①みんなのまち基本条例推進事業 ２４５

②生活ガイドブック制作事業新○ －

③第五次総合計画策定のための基礎調査新○ ５００

④東市民センターのフルオープン化 ６
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平成２０年度予算は、今後さらに厳しくなる財政状況を踏まえ、事業の目的・目標を明確化し、経営感覚とコ
スト意識を持って、施策・事務事業の優先度、必要性、費用対効果等を踏まえた見直しを行うとともに、あら
ゆる財源の確保と徹底した歳出の抑制に努め、「最少の経費で最大のサービスを提供する。」ことを目指した。
とりわけ、将来を見据えたまちづくりとして、「寝屋川市駅東地区」「香里園駅東地区」の市街地再開発事
業を引き続き推進するとともに、第二京阪道路を利用した魅力ある都市拠点形成のため、寝屋南土地区画整
理事業の推進、また、少人数教育の推進や子ども図書室の設置など、「社会の宝」である子どもたちがすこや
かに育つための教育施策、妊婦一般健康診査の公費負担の拡充など、少子高齢社会に対応するための福祉施
策、安全で安心してくらせるまちづくりの施策として、公共施設及び私立幼稚園へのＡＥＤ設置、また、行
財政改革による効果額の一部を基金として積み立て、市民福祉向上のため、新規拡充事業等に充当する「市
民福祉向上基金」を今年度新たに設置するなど、さらなる市民サービスの向上につながる予算編成を行った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１２６，２９９百万円　対前年度比　８.０％減（８.５％減）

平成２０年度一般会計予算　０６９，８１０百万円　対前年度比　１.７％増（０.９％増）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

寝屋川市 ※



１．「互いに尊重し、健やかで、心やすらかに暮らせ

るまち」に向かって

①乳幼児医療助成の拡大 １６，０６４

②妊産婦健診助成の拡大（母子保健事業費）

１，６７５

③特定健康診査・特定保健指導等事業費新○

１２，３５１

④地域支援事業（介護予防事業） ２，８８１

⑤地域職業相談室事業新○ ４４６

２．「多様な個性が結び合い、心の通う楽しいまち」

に向かって

①国語力向上事業 ５，２３９

②小学校空調施設整備事業新○ ６，１６６

③住道北小学校・南郷中学校改築事業 １１７，３３１

④特別支援教育充実事業新○ ４６１

⑤休日保育事業新○ １４３

⑥一時保育の充実（法人立保育所運営補助経費）

２７０

⑦公立保育所民営化事業 １，８９１

３．「安定した暮らしを支える環境が整ったまち」に

向かって

①管渠築造新設事業 ２０３，６７６

②浄化槽設置事業 ２，４５２

③東諸福公園新設事業 ４，９３０

④環境基本計画推進事業 ５４３

⑤消防力等整備事業 ６，９１８

⑥自動体外式除細動器設置事業 １，２４８

４．「個性が輝き、活力と魅力にあふれるまち」に向

かって

①新産業創出・創業支援事業 ２，５７２

５．基本計画を推進するにあたって

①国民健康保険収納率向上特別対策経費新○ ６５３

②下水道台帳システム整備事業 ４５１

③給食調理委託事業 ２２，０６０

④公用車運転業務委託事業新○ ２９７

⑤車両管理業務委託（車両管理経費） １５９
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平成２０年度予算は、市長選を控えているため骨格予算であるが、厳しい財政状況を踏まえて、市全体が高

い政策形成力を備えるとともに、コスト重視、成果重視の考え方を強化して強力な財政基盤を回復していく

ことが必要であるとし、歳出では非効率な部分を徹底して見直し、歳入では税・料の収納率向上を強化して

いくものとした。

重点施策としては、本市が国に提案した「頑張る地方応援プログラム」の「子育て支援」「国語力向上」

「環境保全」「子ども安全環境」「商工活力基盤再生」の５つのプロジェクトに加え、「安心・安全なまちづく

り」および「高齢者の健康づくり」に資する事業を掲げ、これらの事業には積極的に予算に反映させた。

また、職員数の削減に対応するため平成１９年に策定した「構造改革指針」に基づき、民間活力の導入や多

様な任用制度の構築など、正職員に代わる代替労働力の効果的な活用について、全庁的に検討を行い、市民

サービスの維持・向上を図ることとした。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　６９，８５２百万円　対前年度比　９.１％減

平成２０年度一般会計予算　３７，４１１百万円　対前年度比　２.２％減大 東 市 骨格

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────
予算額
単位万円

予算額
単位万円



１．ゆとりとうるおいのある市民生活を創造する都

市

①コミュニティソーシャルワーカー配置事業

１，１６０

②障害者日中一時支援事業 １，１４６

③放課後児童健全育成事業 ２４，２６６

④市立保育所民営化推進事業 ６，０４５

⑤妊婦健康診査拡充事業新○ ８９２

⑥男女共同参画施策推進事業 ２８

２．あたたかいふれあいのある生活文化を創造する

都市

①文化芸術振興基本方針策定事業新○ ３６７

②学校施設耐震化推進事業新○ １，３３６

③生涯学習センター運営事業 ６，３８４

④学校給食棟改修事業新○ ４，４９０

⑤全小中学校等ＡＥＤ設置事業新○ １４１

３．快適で便利な都市生活を創造する都市

①交通バリアフリー化設備整備事業 ３，５３１

②四宮土地区画整理事業 ７，０４０

③既存民間建築物耐震改修補助事業新○ ３００

④公共下水道整備事業 ２５０，０００

⑤住宅市街地総合整備事業 ８３，６９６

⑥幸福町・中町まちづくり基本計画策定事業新○

１，２７８

４．安全な市民生活と活力をはぐくむ産業を創造す

る都市

①センサー付き防犯照明器具設置補助事業新○

８３２

②橋梁等老朽化調査・点検事業新○ １１５

③産業振興ビジョン基礎調査事業 １００

④多重債務者相談事業新○ ２０８

５．まちづくり基本目標の実現をめざす行財政運営

①第５次総合計画策定事業新○ １，１９９

②地域通貨発行支援事業 ５５３

③統合型ＧＩＳ整備事業新○ １，３３２
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

本市の財政状況は、経常収支比率１０３.１％と財政構造が極めて硬直化している状態にあるため、２０年度予

算編成より行政の質を確保しつつ、基金依存体質からの脱却を目的として、従来まで行ってきた事業費の積

み上げ方式から各部局に対して一定の財源を委譲し、財源配分の自由度を確保した「各部財源委譲型予算編

成」方式を採用し、予算の収支均衡を目指した。

本年度は、まちの誇りとなる拠点地区の整備や公共施設の再生を図り「魅力あるまちの顔づくり」を進め

るための「幸福町・中町まちづくり基本計画」を策定する。また、部活動及び運動中などの事故の危険性が

ある市内全小中学校及び市立体育館等の体育施設あわせて２５施設にＡＥＤを設置し、市民の安全確保を図

る。さらに前年度実施した工業を中心とした基礎調査に引き続き商業及びサービス業を中心とした基礎調査

を行い、「門真市産業振興ビジョン」の策定に着手する。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　７７，００６百万円　対前年度比　９.０％減

平成２０年度一般会計予算　４５，８１８百万円　対前年度比　０.７％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

門 真 市



１．人と自然が共生するまちづくり

①ごみ減量・再資源化の推進促進事業 ７１

②粗大ごみ等収集にかかる受付制導入事業 ５１６

③下水道整備事業 １９，７５６

２．健康につとめ福祉を育むまちづくり

①第２期地域福祉計画策定事業 １２６

②食育推進計画策定事業 ９

③成人歯科健康診査事業 ３１９

④オストメイト対応トイレ改修事業 １４０

⑤母子家庭高等技能取得支援事業 ８２

３．快適で安心・安全なまちづくり

①大型商業施設誘致事業 －

②既存民間建築物耐震診断促進事業 ２２５

③砂地区まちづくり協議会支援事業 ３０

④都市計画道路雁屋畑線整備事業 ５４，９８８

⑤国道１６３号高架下利用促進事業 ２，０４２

⑥消防緊急通信指令台更新事業 ５，０００

⑦自主防災組織設立にかかる資機材購入補助事業

２１４

４．いきいき交流・ともに参加するまちづくり

①なわてふれあい商工まつり補助事業 ５０

②四條畷楠公まつり補助事業 １５０

③商店街の魅力向上に向けた調査研究事業 ３０

５．生きる力を育み文化を育てるまちづくり

①屋内運動場耐震補強工事事業 ８，７７０

②社会教育基本指針策定事業 ３５

③識字施策推進指針に基づく長期計画策定事業

１６

６．効率的な行政運営の推進に向けて

①窓口対応等業務員任用事業 １，３１８

②職員研修事業 １７２

③戸籍事務電算化事業 ２，６７２
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平成１８年３月に策定した第５次総合計画の目標を達成すべく、市民・行政が一体となって取組みを進め、

市民が心安らぎ、まちに活気あふれる「市民が主人公　わがまち四條畷市」の実現を目指していく。

平成２０年度の主要な事業としては、地域で福祉を支えるまちづくりを推進するための第２期地域福祉計画

の策定をはじめ、粗大ごみ等の収集に際しての申込み制導入によるごみの減量化の推進や民間建築物の耐震

診断に対する補助を実施するなど、市民が健康で生きがいを持って生活できる環境づくりや安心・安全に暮

らすことができるまちづくりに視点を置いた予算編成を行った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　２８，３１４百万円　対前年度比　５.３％減

平成２０年度一般会計予算　１６，８９６百万円　対前年度比　４.８％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

四條畷市



１．自然を守り環境と共生するまちづくり

①創造の森の適切な維持管理 ５０

②交野山森林公園の活用と維持管理 １１，０７２

③緑とリサイクル事業 ２，３８５

④環境マネジメントシステム運用 １４１

⑤北河内広域リサイクル共同処理事業 ５，０６５

⑥市民参加による緑化事業の推進 ９２

２．快適で安心して暮らせるまちづくり

①災害用救急医薬品 １００

②消防ポンプ車更新新○ ３，６００

③道路新設改良事業 ６，０００

④道路維持工事 ９，０００

⑤交通安全施策工事 １，０００

⑥第二京阪道路高架下利用計画検討作業委託 ２００

⑦鉄道駅バリアフリー化設備整備事業補助金

１１，４８３

⑧星田新池改修事業 ２，１００

⑨私部西線道路事業 ８４０

⑩産業振興への取り組み １

⑪観光振興への取り組み １９５

３．健やかで、支えあい、ふれあいに満ちたまちづ

くり

①健康管理システムで電算リース料 ２８９

②コミュニティソーシャルワーカー配置委託 ５８０

③予防接種事業 ８，５９２

④母子保健事業 ３，６３４

⑤臨時特例基金特別対策事業新○ ３５０

⑥第二期障害福祉計画策定業務委託 ２００

⑦ファミリーサポートセンター事業 ２７０

⑧地域子育て支援センター事業 １，１５８

⑨健康相談・健康教育・訪問指導事業 １１８

４．育ち、学び生きがいのあふれるまちづくり

①生涯学習機会の充実 ８

②環境についての子どもの交流新○ ２１

③各中学校補修工事 １，７６４

④放課後子ども教室推進事業 ２１０

⑤図書館サービスの充実 ４７２

⑥生徒指導（相談）体制の充実 ７９６

⑦支援教育支援員派遣事業新○ ２１６

⑧各小学校補修工事 ２，２８１

⑨交通専従員設置 １，３２２

⑩学校給食センター整備事業新○ ０

⑪小学校英語活動支援事業 ２２８

⑫小学校の耐震二次診断 １，２５５

５．人と文化が和むまちづくり

①国際化・姉妹都市交流の充実 １１４

②文化遺産の適切な維持保全 １，２８１

③文化財の普及啓発 ６４

６．市民とともに活力あふれるまちづくり

①地域施設整備補助金 １，２９０

②まちづくりラウンドテーブルの推進 ７

③地域ぐるみのまちづくり ４７

④職員研修 ４１３

⑤組織・機構の整備・充実 ０

⑥総合計画策定支援業務委託新○ ４００
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平成２０年度予算編成にあたっては、平成１９年度に引き続き枠配分による予算とし、財政健全化計画を踏まえ

「安心・安全に係る経費」を重点施策としつつ、平成２０年度決算から適用される財政健全化法をも視野に入れ

徹底した歳出削減を図ることとした。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　３３，２９７百万円　対前年度比　２１.６％減

平成２０年度一般会計予算　１９，３４８百万円　対前年度比　２１.５％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

交 野 市
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大 阪 市  

大阪市
■面積
行政区域面積 ２２２．３０H

市街化区域面積 ２１，１４５ha

■人口動態
人　　口 ２，６２８，８１１人
世 帯 数 １，２４５，０１２世帯
人口密度 １１，８３６人／H

人口伸率 １．２％
高齢化率 ２０．１％

大 　 阪 　 市



Ⅰ．市民の目線に立った、参加と対話による市政の

推進 ２，７８４，６００

１．ガラス張りの市政の実現 １，２７８，３００

①経営補佐部門の充実

②情報公開の推進と広報機能の充実

③市民協働と地域のまちづくりの推進

２．行財政改革の推進 １，５０６，３００

Ⅱ．安心して暮らせる社会の実現 ９７，５２５，３００

１．将来を担うこどもたちの育成・支援 ９，２９２，８００

①こども・青少年のための施策

②学校教育の充実

２．セーフティーネットの整備 ８６，２７３，４００

①高齢者のための施策

②障害者のための施策

③ホームレス対策と福祉活動の支援など

④保健・医療の充実

⑤安全・防犯対策の推進

３．防災対策の推進 １，９５９，１００

①防災体制の確立

②都市耐震化の推進

③治水、浸水対策

④消防力の充実

Ⅲ．ポテンシャルを最大限に活かした大阪の活性化

３８，４５９，８００

１．経済の活性化と雇用創出 ８，４２５，６００

①都市再生・プロモーションの推進

②新産業の創出支援

③中小企業の活性化と消費生活の充実

④観光集客力の向上

⑤雇用の安定と創出

２．芸術・文化・スポーツの振興 ７６１，０００

①芸術・文化の振興

②スポーツの振興

③生涯学習と女性のための施策

④人権施策の推進

⑤国際交流・協力の推進

３．環境にやさしく、住んでよかったと誇れるまち

づくり ２９，２７３，２００

①水の都大阪の再生と都市景観の形成

②花と緑豊かなまちづくり

③快適で便利な住環境づくり

④ひとにやさしいまちづくりの推進

⑤快適な都市環境づくり

⑥循環型社会の構築

⑦まちの再開発と区画整理

⑧臨海部のまちづくり

⑨都市交通網の整備

⑩道路・橋梁の整備と駐車対策

⑪上水道の整備
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

市民が主役の市政を再生し、大阪の元気を取り戻すため、市民の目線に立ったガラス張りの市政運営を基本と

して、情報公開を一層充実させ、行財政改革を推進し、施策の選択と集中をはかることとした。

予算編成においては、厳しい財政の現状を踏まえ、財源の確保や人件費・公共事業の削減とともに、こどもた

ちの育成・支援やセーフティーネットの整備、ポテンシャルを最大限に活かした大阪の活性化などに重点をおく

ことで、こども、地域、そして大阪が元気になり、市民が安心して暮らし「住んでよかった」と誇りをもてるま

ちづくりをめざす。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　３，８５５，９７５百万円　対前年度比　４.６％減

平成２０年度一般会計予算　１，５９２，５０４百万円　対前年度比　２.１％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

大 阪 市
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八尾市  

柏原市  
  

東大阪市 

中 河 内 地 域

八尾市
■面積
行政区域面積 ４１．７１H

市街化区域面積 ２，７２３ha

■人口動態
人　　口 ２７３，４８７人
世 帯 数 １０５，７４６世帯
人口密度 ６，５５７人／H

人口伸率 △０．５％
高齢化率 １９．２％

東大阪市
■面積
行政区域面積 ６１．８１H

市街化区域面積 ４，９８１ha

■人口動態
人　　口 ５１３，８２１人
世 帯 数 ２１２，０７２世帯
人口密度 ８，３１３人／H

人口伸率 △０．２％
高齢化率 １８．４％

柏原市
■面積
行政区域面積 ２５．３９H

市街化区域面積 ９３１ha

■人口動態
人　　口 ７７，０３４人
世 帯 数 ２９，２８４世帯
人口密度 ３，０３４人／H

人口伸率 △２．８％
高齢化率 １６．９％



１．地域経営システム

①ＩＴ（情報技術）の活用・推進 ２，８１６

②公共施設機能更新事業 ４５０

③八尾市国際化施策推進基本指針・計画の推進 １，３１１

④八尾市人権尊重の社会づくり推進事業 ５７５

⑤（仮称）男女共同参画社会推進条例の検討 新○ ３２

⑥（仮称）新やお女と男のはつらつプラン策定事業 新○ ３９３

⑦次世代育成支援行動計画推進事業 ７３２

⑧（仮称）市民によるまちづくり懇談会運営事業 ―

⑨地域経営推進事業 ５７

⑩総合計画の推進（実施計画　他） ８３２

２．健康福祉

①高齢者保健福祉計画の策定新○ １７８

②地域包括支援センター運営事業 １７，６３８

③児童虐待防止ネットワーク事業 １，５９８

④つどいの広場事業 ２，１５７

⑤えほんデビュー事業新○ ２５０

⑥予防接種事業 ２２，６００

⑦生後４か月までの全戸訪問事業新○ ３５

⑧乳幼児医療費公費負担事業 ４１，９５１

⑨妊婦乳幼児健康診査事業 ５，３１２

⑩保健事業（特定健康診査・特定保健指導事業）

１５，５０５

３．教育文化

①歴史資産のまち‘やお’推進事業 １３７

②学校園安全対策支援事業新○ ２６９

③豊かな心を育む教育推進事業新○

④学校図書館活用推進事業 ９５７

⑤学校園支援事業新○ ７０

⑥障害教育振興事業 １，６３８

⑦幼稚園施設整備事業・小学校施設整備事業・中

学校施設整備事業 ３６，４７４

４．産業経済

①ものづくり人材育成支援事業新○ ４１

②地域商業活性化事業 ２５０

③主要作物販路開拓推進事業 １４５

④有害鳥獣駆除対策事業 １９０

⑤地域就労支援事業 １，５７８

５．生活環境

①環境総合計画推進事業 ３３４

②消防署・出張所・団機械器具置場、消防水利、

消防資機材整備事業 １４，８０８

③救急隊の分散配置及び救急高度化事業 ４，８９７

④土地改良事業（いきいき水路モデル事業）新○ ―

⑤（仮称）若林地区水防拠点整備促進事業 ２００

⑥貯留浸透施設機能更新事業新○ ５００

６．都市基盤

①緑化推進事業 １，２２２

②平野川サイクリングロード整備促進事業新○

③公的住宅のあり方の検討・整備促進 ７３５

④建築物安全・安心実施計画の推進事業 １，６０６

⑤民間既存建築物の耐震診断・改修促進事業 ６４１

44 自治大阪 ／ 2008 － 5
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「集中改革プラン」や新たに策定した「八尾市行財政改革プログラム」に基づき、引き続き人件費をはじ

め事務事業全般の見直しを行うとともに、予算における経費の全般的な見直しを行うため、経常経費及び投

資的経費の一部において、要求上限額を設定し財源捻出に努めた。

しかしながら、扶助費においては、生活保護費、保育所運営費等により、補助費等においては、税源移譲

後の所得変動に伴う市税還付金返還金の増等により、繰出金においては、後期高齢者医療制度の創設等によ

りそれぞれ伸びており、人件費、物件費、公債費等の縮減などにより財源捻出を図っているが、全体では歳

入歳出差引で３０億円の収支不足となり、この不足分を基金で補てんすることにより収支均衡を図った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１６９，７４１百万円　対前年度比　７.９％減（８.６％減）

平成２０年度一般会計予算　０８４，８７８百万円　対前年度比　０.７％減（２.４％減）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

八 尾 市 ※



１．快適な都市基盤のまちづくり

①亀の瀬地すべり防止区域整備事業 ２，０００

②都市近郊農空間整備事業 ５，２００

③柏原駅西口自転車・自動車駐車場整備事業

２１，３６９

④本町４号線整備 １４，０００

⑤河川改修事業 ３，７００

２．教育・文化・人権のまちづくり

①スタディ・アフター・スクールモデル事業

７００

②高井田横穴保存事業 ５７７

３．人にやさしい福祉のまちづくり

①妊婦健康診査 ９８９

４．安全・安心なまちづくり

①小学校校舎耐震化事業 ３，３４７

５．市民参加と協働のまちづくり

①市制５０周年記念事業 ８００

②戸籍の電算化、市税のコンビニ収納等 ３，８６４

③市民協働による緑地整備 １，６４２
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

一般会計だけを見ると、対前年度当初予算比で４.９％の増だが、これは借換債の影響により公債費が増大

したためであり、これらを除いた実質では３.８％の減である。特別会計や企業会計を含めた総額でも、対前

年度当初予算費で、９.３％の減となっている。行財政改革、財政の体質改善を引き続き進め、市制施行５０周

年にあたる平成２０年度を新しい柏原を作り上げる年度と位置付けている。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　４９，４１６百万円　対前年度比　９.３％減

平成２０年度一般会計予算　２４，１３４百万円　対前年度比　４.９％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

柏 原 市



１．市民が主体となったまちづくり

①地域まちづくり活動助成事業 ３，１２２

②自治会集会所整備助成事業 ３，３００

③防犯関係経費 ８９４

④男女共同参画プラン推進事業 ３７９

⑤電子入札システム導入経費 １，２６８

２．市民文化を育むまちづくり

①文化推進事業 １０１

②旧河澄家整備事業 ５，５８５

③河内寺廃寺跡整備事業 ２５，１００

④特別支援教育推進事業 ７，４１２

⑤子ども安全安心推進事業 １２，２３１

⑥学力向上対策学校支援事業新○ ３，５００

⑦いじめ防止対策経費 ８４８

⑧留守家庭児童育成事業 ３２，８２７

⑨小学校建設事業 １５３，７４６

⑩中学校建設事業 ２９，２６４

⑪高等学校整備事業 ３，４３５

⑫幼稚園整備事業 ５，４８３

⑬大規模スポーツ施設運営補助事業 ５，０００

３．健康と市民福祉のまちづくり

①乳幼児医療費助成事業 ７６，７５２

②地域子育て支援センター整備事業新○ １，２２０

③母子衛生業務経費 ２０，５４０

④病児・病後児保育事業 ２，５９４

⑤高齢者等住宅改造助成事業 ５，４７６

⑥手話通訳員等登録派遣事業 ８１０

⑦移動支援事業従事者養成事業新○ １１８

⑧ジョブライフサポーター派遣事業新○ ３５０

４．活力ある産業社会を切り拓くまちづくり

①モノづくりクラスター推進事業 １，６００

②技術交流プラザ事業 １，３４０

③モノづくり立地促進事業 ３，７２５

④中小企業融資事業 ３２，８２０

⑤小売商業活性化先進モデル事業 １，７１５

⑥商業振興ビジョン策定事業 ４００

⑦操業環境保全まちづくり支援事業 ２１５

⑧住工共生地域整備調査事業新○ ３５０

⑨共同受注グループ再構築支援事業新○ ９１

⑩モノづくり教育支援事業 ２００

⑪消費者対策事業 １，９７８

⑫多重債務者無料法律相談事業新○ ８０

５．安全で住みよいまちづくり

①公園新設改良事業 ７６，３９６

②交通安全施設整備事業 １８，０１０

③大阪外環状線鉄道建設事業 ４０，８５０

④大阪外環状線連続立体交差事業 ３７，１００

⑤近鉄奈良線連続立体交差事業 １３１，４０７

⑥街路整備事業 １４４，８６２

⑦道路新設改良事業 １８，２７０

⑧道路舗装事業 ２８，１００

⑨公共施設耐震調査事業 ２，８００

⑩民間建築物耐震改修促進経費 １，０６０

⑪都市下水路及び河川改修事業 ２０，０５０

⑫消防施設整備事業 ７６，５１３

⑬防災対策事業 ２，７８５

⑭豊かな環境創造基金活用事業新○ １，６００

⑮ごみ減量推進事業 １２，２３９
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平成２０年度の当初予算は、市税収入の大幅な増加が見込めない中、定年退職者数がピークを迎え、財政状
況は依然として非常に厳しい状況にある。その中、市民の誰もが安全で、安心で、暮らしやすいと実感でき
る市民生活の実現に向け、新市長の《三つの改革・再生》《五つの基本政策》を柱に、限られた財源を「安
全安心なまちづくり」、「子育て支援」、「障害者の地域生活支援」など喫緊に取り組むべき課題に対応する施
策に重点的に予算を配分するとともに、他の課題についても、次年度以降の効率的・効果的な施策展開に備
える予算編成を行った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　３４４，３１２百万円　対前年度比　３.１％減

平成２０年度一般会計予算　１７４，９０１百万円　対前年度比　３.５％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

東大阪市
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松原市 

藤井寺市 藤井寺市 藤井寺市 

羽曳野市 

太子町 

河南町 

千早赤阪村 

河内長野市 

富田林市 
大 
阪 
狭 
山 
市 

大 
阪 
狭 
山 
市   

大 
阪 
狭 
山 
市   

  

南 河 内 地 域

羽曳野市
■面積
行政区域面積 ２６．４４H

市街化区域面積 １，３３７ha

■人口動態
人　　口 １１８，６９５人
世 帯 数 ４３，２２５世帯
人口密度 ４，４８９人／H

人口伸率 △０．５％
高齢化率 １９．２％

松原市
■面積
行政区域面積 １６．６６H

市街化区域面積 １，２７９ha

■人口動態
人　　口 １２７，２７６人
世 帯 数 ４８，４８０世帯
人口密度 ７，６４０人／H

人口伸率 △４．０％
高齢化率 １９．１％

藤井寺市
■面積
行政区域面積 ８．８９H

市街化区域面積 ７５３ha

■人口動態
人　　口 ６５，７８０人
世 帯 数 ２５，１８９世帯
人口密度 ７，３９９人／H

人口伸率 △１．５％
高齢化率 １９．２％

太子町
■面積
行政区域面積 １４．１７H

市街化区域面積 ２３８ha

■人口動態
人　　口 １４，４８３人
世 帯 数 ４，８４０世帯
人口密度 １，０２２人／H

人口伸率 ２．１％
高齢化率 １６．５％

河南町
■面積
行政区域面積 ２５．２６H

市街化区域面積 ２３６ha

■人口動態
人　　口 １７，５４５人
世 帯 数 ６，４１９世帯
人口密度 ６９５人／H

人口伸率 １．２％
高齢化率 １９．６％

大阪狭山市
■面積
行政区域面積 １１．８６H

市街化区域面積 ７４１ha

■人口動態
人　　口 ５８，２０８人
世 帯 数 ２１，８０７世帯
人口密度 ４，９０８人／H

人口伸率 ２．１％
高齢化率 １７．２％

富田林市
■面積
行政区域面積 ３９．６６H

市街化区域面積 １，５７９ha

■人口動態
人　　口 １２３，８３７人
世 帯 数 ４４，８３４世帯
人口密度 ３，１２３人／H

人口伸率 △２．２％
高齢化率 １７．６％

河内長野市
■面積
行政区域面積 １０９．６１H

市街化区域面積 １，５２７ha

■人口動態
人　　口 １１７，２３９人
世 帯 数 ４０，９００世帯
人口密度 １，０７０人／H

人口伸率 △３．１％
高齢化率 １９．３％

千早赤阪村
■面積
行政区域面積 ３７．３８H

市街化区域面積 １３０ha

■人口動態
人　　口 ６，５３８人
世 帯 数 ２，１２２世帯
人口密度 １７５人／H

人口伸率 △６．２％
高齢化率 ２４．３％



１．防災安全関係

①小学校耐震化事業 ３１，５６３

②中学校耐震化事業 １２，１２８

③ＡＥＤの設置、運動場体育機器安全点検 １，０６８

④既存民間建築物耐震化推進事業 ４７６

⑤子どもの安全見守り隊事業 １６０

２．学校教育

①中学校給食事業 １，７０１

②きめ細やかな指導推進事業 ３，１５１

③生徒指導事業 ２，７０１

④幼稚園施設改修事業 ２，４１６

⑤英語指導助手配置事業 ３，１４４

⑥学校図書館教員補助員配置事業 １，４０２

⑦トイレ改修事業 ３，９５０

３．子育て支援

①乳幼児等医療費補助事業 ２９，０５７

②学童クラブ事業 ２０，７９１

③つどいの広場事業 ２，２７４

④放課後子ども教室推進事業 ５２０

⑤次世代育成支援行動計画策定業務 ３００

４．まちづくり

①富田林駅前整備事業 ８５，２４７

②街なみ環境整備事業 ２７，７９４

③中層市営住宅整備再整備事業 １９，２２７

④甲田・桜井線新設事業 ４，４５５

⑤鉄道駅舎バリアフリー化設備整備 １，７５５

５．環境

①浄化槽市町村整備事業 １１，１８２

②低公害車（ハイブリッドカー）の導入 １，７２３

③エコアクション２１の取得 ９５

④住宅用太陽光発電システム設置補助金 ２４３

⑤ＩＳＯ認証取得補助 １７６

６．福祉

①障害児（者）歯科診療体制整備事業 ３８８

②在宅寝たきり老人等歯科訪問事業 ９０

７．保健・医療

①肺炎球菌（７０歳以上）予防接種助成 １，５７５

②中学・高校３年生相当麻しん・風しん予防接種

助成 ２，４７０

③特定健康診査（メタボリックシンドローム）

９，０４１

④後期高齢者医療広域連合負担金 ６５，４６１

８．産業振興

①農産物直売所新築工事 ２，５００

②商業活性化プロジェクト事業補助金 ３６

９．市民協働・国際化

①地域集会所等整備補助事業 ３，９８０

②多文化共生指針作成委員会設置 ３４

③市民窓口業務案内５ヵ国語版全面改訂 １２５
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平成２０年度においては、地方分権の推進とともに国庫補助負担金改革及び地方交付税改革等により、行財

政を取り巻く環境は大変厳しい状況であることから、引き続き安定した財政基盤の構築と、市民ニーズへの

的確な対応を図る。

２０年度予算については、「教育・子育て」「健康・安心・支えあい」「まちと環境の再生」「地域力の向上」

「行財政改革の推進」を基本とした予算編成とした。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　６４，２０５百万円　対前年度比　８.３％減（７.２％減）

平成２０年度一般会計予算　３５，３７９百万円　対前年度比　３.１％増（１.７％増）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

富田林市 ※



１．環境調和都市

①滝畑千石谷地区市所有森林の管理 ８１５
２．共生共感都市

①地域コミュニティソーシャルワーカー配置事業 ３，６４０
②地域福祉活動推進事業（地域福祉啓発事業）新○ ３３
③高齢者地域介護・福祉空間整備等交付金事業 ４，０００
④第２期障害福祉計画の策定新○ ２１６
⑤障害者地域生活支援事業の実施新○ １，８０６
⑥南河内圏域障害児（者）歯科診療事業の開始 新○ ２，２８６
⑦乳幼児医療助成事業の充実 １５，９４０
⑧母子保健健康診査事業（妊婦一般健康診査事業）
の充実 １，９６９
⑨予防接種事業（麻しん風しんの予防接種）の実
施 ４，０６１
⑩父子手帳の作成・配布新○ ４２
⑪生活保護就労支援充実事業の実施新○ ６６
⑫後期高齢者医療制度運営事業の創設（医療制度
改革）新○ ７５，８３８
⑬特定健診・保健指導事業の実施（医療制度改革）
【国保特会】新○ ６，６０２

３．元気創造都市

①つどいの広場事業（子育て支援） ３００
②子育て家庭ほっと支援事業 ５３２
③次世代育成支援対策行動計画の策定新○ ２７３
④放課後児童会施設の整備 １２０
⑤放課後児童会の土曜日開設及び時間延長 １６，９９７
⑥放課後子どもプラン事業の拡充 １３３
⑦小学校施設大規模改造事業 ８，１８６
⑧教育情報化推進事業 ２，４３０
⑨特別支援教育支援員の設置新○ ４２８
⑩スポーツ振興事業 ８９６
⑪図書館システムの更新 １，１０２

⑫小規模事業者資金融資制度の改正新○ ４，８６６
⑪地域産業振興計画推進事業新○ ３００
⑫農村総合整備事業 ６，８１５
⑬ふるさと農道整備事業 ６，１４７
⑭高木・高向地区都市農村交流活性化事業新○ ５０
⑮高野街道を基軸とした観光産業振興にかかる整備
事業 １，０００

４．安全安心都市

①自主防犯活動推進事業 ２００
②犯罪（侵入盗、乗り物盗、車上ねらい等）に応
じた防止策の推進新○ ２０
③消防防災拠点施設の整備 ８，０００
④消防施設・設備整備事業 ７，９８０
⑤消防通信指令システム（１１９番の迅速化）新○ １，００４
⑥耐震性貯水槽整備事業新○ ９００
⑦ＡＥＤ「自動体外式除細動器」を全小学校に導入 ４６２
⑧木造住宅耐震改修補助事業の実施新○ ８６０
⑨土石流危険渓流看板設置事業新○ ６０
⑩河合寺竜泉寺線の整備 ３，７２０
⑪三日市１号線の整備 ６，７６２
⑫市営住宅ストック総合活用計画の策定新○ ２００
⑬配水施設等改良事業 １０１，４６４
⑭公共下水道の整備 １０５，０８０
⑮市設置型浄化槽の整備 ３，２０８

５．自立協働都市

①市民公益活動支援センターの運営 １，０７１
②市民公益活動支援・協働促進事業 ３４４
③アドプト制度の実施 ５７
④シンボルキャラクター事業新○ １５５
⑤戸籍電算化導入事業新○ ８，２２０
⑥文化施設予約システム構築事業 ２０５
⑦河内長野市・千早赤阪村合併協議会の負担金 １，８０９
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河内長野市の財政状況は、国の三位一体改革による交付税の減少や社会保障関係経費の増加などにより、

平成１６年度から基金の取崩しによる実質的な赤字状態が続いている。平成１８年度決算では経常収支比率も府

内都市平均を上回った。今後においても団塊の世代の大量退職による税基盤の弱体化が予想される。

このような厳しい財政状況の中で、持続可能な都市経営を行うために、平成１９年１２月に収支不足の解消と

財政構造の弾力化を目標として「第２次財政健全化プログラム」を策定し、平成２０年度予算編成において

は、当該プログラムの実行の初年度として、給与の見直しなどによる人件費の抑制をはじめとした財政改革

の実行を行うとともに、「安全・安心施策」「子育て支援施策」などに特に配慮した施策の再構築を念頭にお

いて予算を編成した。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　６０，４２９百万円　対前年度比　１６.５％減

平成２０年度一般会計予算　２９，７５８百万円　対前年度比　０８.０％減

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────
予算額
単位万円

予算額
単位万円

河内長野市



１．健康で明るい文化都市の建設

①市民との協働推進事業新○ ６１

②食の安全流通対策事業 １，１４９

③松原市情報文化ｱﾒﾆﾃｨｾﾝﾀｰ整備事業新○ １，３５４

④国際化事業 ２，６２９

⑤地域国際化支援事業 ５５２

⑥都市近郊農業振興対策運営事業 ４４４

⑦中小企業者経営改善事業 ７６０

⑧市民雇用創出事業 ２，７８６

⑨中小企業融資事業 ２，２６２

⑩商店街、小売市場等魅力向上事業 １，４１９

⑪情報化推進事業 ６，０５９

⑫公園整備事業 １６，５６１

⑬道路新設事業 １５２，８６１

⑭市営住宅整備事業 ８，１０５

２．自然環境の保全と災害に強い街づくり

①防犯灯補助事業 ２，６７１

②商店街、小売市場等魅力向上事業 ６１９

③資源ごみ収集・中間処理業務 ５，８２６

④環境保全事業 ８２２

⑤ごみ減量・啓発事業 ２，００５

⑥事業系一般廃棄物有料化啓発事業新○ ３７０

⑦下水道特別会計繰出金 ２３９，０００

⑧耐震性防火水槽整備事業新○ １，０５５

⑨消火栓施設整備事業 ９００

３．高齢者と障害者に優しい都市基盤の整備

①公共施設循環バス運行事業 １，９４７

②交通安全対策（歩道設置工事等） １０，１７２

③放置自転車対策（自転車撤去、保管返還） ２，５４３

４．倫理観をもった個性を伸ばす教育の実現と生涯

学習の充実

①小学校セフティスクールサポート事業 ３，０７０

②特別支援教育推進事業新○ ４５３

③総合的教育力推進事業 １，１６２

④特色・個性化教育推進事業 １，２３５

⑤小・中学校情報教育運営事業 ７，１８１

⑥特別支援教育運営事業 ２，３３８

⑦教育用ネットワーク事業 １，２４７

⑧小中学校大規模改造等事業 ４１，６９９

⑨各小中学校消防設備改修工事 ２，２７５

⑩文化施設運営管理事業 １６，７３８

５．福祉、医療、介護の三本柱の充実

①障害者福祉事業（介護等福祉事業） ９９，０３３

②障害者福祉事業（自立生活支援事業） １３，３１３

③障害者福祉事業（社会参加促進事業） １８，２７６

④児童福祉（母子福祉、保育） １４２，４４２

⑤高齢者福祉（生活支援・生きがい対策） １７，８９４

⑥子育て支援事業 ３，５０７

⑦子ども未来基金事業 １，０００

⑧児童自己防衛力育成事業 ２７５

⑨乳幼児施策 ２１，８２９

⑩保健対策（予防接種，健康増進，母子保健） ３２，９２９

⑪高齢者介護予防事業 ６，９３５

⑫高齢者介護支援事業 ３，６７０
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成２０年度の当初予算については、平成２１年度から適用される健全化判断比率のもととなることから、現

在全庁を挙げて取り組んでいる財政健全化のスピードアップを図り、徹底した経費の縮減と自主財源の確保

に努め、持続可能な行財政運営を目指すものである。

特に、子ども、妊婦、高齢者などに対する福祉施策に重点をおき、将来を担う子どもたちに対しては、引

き続き教育現場の安全対策に取り組み、地域の子育て支援の拠点を拡充整備する。さらに、都市公園や都市

計画道路の整備などの緑ある安全な都市整備対策など市民にとって真に必要な行政サービスに重点をおい

て、誰もが安心して暮らせ、笑顔あふれる魅力ある街づくりの実現に向け予算を編成した。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　８２，９３２百万円　対前年度比　３.６％減

平成２０年度一般会計予算　３７，７８６百万円　対前年度比　３.８％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

松 原 市



１．『安全･安心､快適で住みやすいまち』づくり

①災害用簡易トイレの配備新○ ３０

②自動対外式除細動器（ＡＥＤ）の市立全中学校

への設置新○ １７１

③ごみ減量､リサイクル事業 ９８２

④市営住宅ストック総合改善事業 ６，７６５

⑤峰塚公園整備事業 ４，１４７

⑥公共下水道事業 １６５，７３４

⑦第２４回大阪府都市緑化フェアの開催 ２００

⑧消防ポンプ車購入 １，８００

⑨「古市駅周辺のまちづくり基本構想策定」

「バリアフリー基本構想策定」

＊予算額は仮称「自然･歴史･人のふれあい交流

の森」構想の策定分も含めた額 ６２０

２．『健康で生き生きと暮らせるやさしいまち』づくり

①特定健診･特定保健指導の実施新○ ９，８９０

②麻しん･風しん予防接種の拡充 ４，０９２

③第２期障害福祉計画の策定新○ ３０６

④南河内圏域障害児（者）歯科診療所事業 ４００

⑤第４期高年者いきいき計画策定新○ ５００

⑥障害者自立支援事業 ８７，５７９

⑦老人福祉援護事業 １２，５７１

⑧身体障害者･知的障害者医療費助成事業 １５，７４２

⑨老人医療費助成事業 ３１，１７１

⑩介護保険事業 １１８，２２７

３．『次代を担う子どもを育むまち』づくり

①妊婦一般健康診査公費負担の拡充 １，７８０

②マタニティマークの普及啓発新○ ３０

③乳幼児医療費助成制度の拡充 １９，４４９

④緊急１１０番非常用通報システムの設置 ２９７

⑤学校耐震診断･耐震補強工事 ４，１８０

⑥古市小学校屋内運動場改築事業 ２７，２５７

⑦青少年野外活動施設整備基金新○ ４，０００

⑧（仮称）「自然･歴史･人のふれあい交流の森」構

想の策定新○

＊予算額は「古市駅周辺」「バリアフリー」各基

本構想の策定分も含めた額 ６２０

⑨第２８回全日本少年少女合唱祭全国大会新○ １００

４．『魅力ある地域社会を拓くまち』づくり

①スポーツ施設予約システムの再構築 ―

②「百舌鳥･古市古墳群」世界遺産登録推進事業新○

１０１

③ふれあいキャンプ事業 ８５

５．『信頼に基づく市民とともにつくるまち』づくり

①（仮称）はびきの市民公益活動センター開設準

備委員会の設置新○ ４０

②市制施行５０周年記念事業新○ １，４０８

③事務事業評価制度の確立 ―

③基幹系システムの再構築 ５，２７０

④情報セキュリティ外部監査新○ ―
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本市において平成２０年度は、市制施行５０周年という節目の年であり、平成２０年度の予算は、「第５次総合基本

計画」の将来像である「人・時をつなぐ　安心・健康・躍動都市　はびきの」の実現をめざし、「賑わい」、[健

康」、「安心」、「環境」をキーワードとした事業に重点をおいた。ソフト面では、市民生活に根ざした行政サー

ビスの向上に取組むとともに、ハード面では、公共施設の耐震化や老朽化した施設のリフレッシュなど、既存

施設の安全かつ効率的な活用に配慮している。

平成２０年度の予算は、累積赤字を解消した実質的初年度にあたる財政事情を踏まえ、安定した財政運営を図

るべく、総額の伸びを抑制した緊縮型とする一方で、必要な事業を確実に進める予算編成としている。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　７２，０４８百万円　対前年度比　１０.０％減

平成２０年度一般会計予算　３５，９２４百万円　対前年度比　０８.２％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

羽曳野市



１．人々が行き交う活気に満ちたまち

①土師ノ里道明寺地区都市再生事業新○ ２，１９０

②土師ノ里駅周辺整備事業 ２，０６２

③観光振興事業新○ １６８

④歴史回廊整備事業新○ ３０

⑤都市計画マスタープランの見直し新○ ４２０

⑥しゅらまつりの開催 ４００

⑦緑化フェスティバルの開催 １００

⑧中小企業振興事業 ７７６

⑨就労支援事業 ２７

⑩都市間交流事業 １５

⑪コミュニティ施設助成 １，３９１

２．誰もが安心して暮らせる福祉施策の推進

①乳幼児医療費助成制度の充実新○ ９００

②妊婦健診の充実新○ ６９０

③こんにちは赤ちゃん（訪問）事業新○ ７８

④つどいの広場事業新○ ４３６

⑤南河内障害児者歯科診療整備事業新○ ２４６

⑥障害者福祉計画（第２期）の策定新○ ２４４

⑦公立保育所エアコン設置事業 ４００

⑧病児、病後保育事業 １，２５０

⑨次世代育成支援行動計画策定調査新○ ２１７

⑩第４期いきいき長寿プランの策定新○ ２４２

⑪後期高齢者医療制度への対応新○ ３７，９３１

３．子どもたちを大切にした教育環境の充実

①小中学校設備改修事業新○ ２，１６１

②学校園エアコン・扇風機設置事業新○ １，７１４

③全小学校ＡＥＤ設置新○ ２９０

④英語活動等国際理解活動プラン事業新○ ５７

⑤小学生用社会科資料集の作成 ６１１

⑥ＡＬＴ活用事業 １，９８６

⑦子ども安全見守り活動推進事業 １０６

⑧小中学校特別支援員の配置新○ ２７０

⑨学校支援社会人等指導者活用事業 ２２７

⑩放課後児童会事業 ５，５００

⑪放課後子ども教室推進事業 ９０

４．笑顔があふれる文化・スポーツの振興

①古市古墳群世界文化遺産登録事業新○ １６０

②スポーツ施設ＡＥＤ設置新○ ４４

③文化財保護推進事業 ８１

④青少年海外派遣事業 ２５８

⑤文化振興事業 ３９９

⑥小中学校体育施設開放事業 ４５

⑦市民総合体育大会の開催 ９０

⑧スポーツ交流事業 ２８

⑨市民ニュースポーツフェスタ事業 ３０

⑩スポーツグラウンド整備事業 ４００

５．市民生活の安全確保と都市基盤の整備

①市道林梅が園線道路整備事業 １６，０３５

②市道舗装道補修工事新○ ８００

③福祉のまちづくり条例に伴う歩道改修 １００

④違法駐車等防止条例に伴う交通啓発事業１，０９４

⑤水路改修事業 ７，１６５

⑥浸水対策事業新○ ５７２

⑦幼稚園分園内備蓄倉庫の設置新○ ２０

⑧防犯カメラ設置モデル地区補助金 １５０

⑨総合合同震災演習事業 １２０

⑩自主防災活動の推進 １８
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非常事態ともいえる本市の財政状況を踏まえ、財政の健全化に全力で取り組むとともに、市の活性化、少

子・高齢化対策、教育環境の充実、文化・スポーツの振興、防犯・防災、都市基盤の整備などに取り組み、

笑顔と活気に満ちた「小さくてもキラリと光るまち藤井寺」の実現を目指す。特に、駅周辺の活性化や市内

の豊富な歴史遺産を一体的に結ぶ歴史回廊づくり、市民と行政が連携した観光振興事業、子育て支援の充

実、誰もが安心して移動できる交通環境の整備などに重点的に取り組む。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　４０，２３１百万円　対前年度比　４.２％減（６.８％減）

平成２０年度一般会計予算　１８，４３９百万円　対前年度比　１.８％減（２.６％減）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

藤井寺市 ※



１．市民一人ひとりが元気なまちづくり

①自治基本条例策定事業 １５

②地域協議会事業 ５０

③男女共同参画推進事業 ２８２

④第四次総合計画策定事業 ３００

⑤文化会館活性化対策事業 ２００

⑥英訳リーフレット作成事業 １０

２．豊かな個性をはぐくむ子育てにやさしいまちづ

くり

①プレイセンター推進事業 １００

②病後児保育事業 ４７０

③学習支援チューター事業 １４０

④東小学校多目的教室空調設備設置事業 ９００

⑤中学校部活動支援人材活用事業 ６９

⑥第七放課後児童会委託事業 ５２０

⑦次世代育成支援対策行動計画策定事業 ２５０

３．安全で安心して暮らせるまちづくり

①公共施設（小学校）耐震化事業 ２９，９５０

②地域防犯ステーション整備事業 ３１０

③安全安心スクール実施事業 ７０

④水道施設の耐震強化事業 ３７，７２２

⑤金剛駅耐震補強事業 ８４０

⑥高度救急活動機器整備事業 ９２１

⑦消防車輌整備事業 ７，２００

４．都市と自然が共生するうるおいのあるまちづくり

①あまの街道周辺のみどりの保全事業 ４００

②桜の里づくり事業 １５０

③環境マネジメントシステム事業 １４１

④道路舗装補修事業 １，５００

⑤西除川左岸線道路改良事業 ３，０００

⑥公共下水道（汚水・雨水）整備事業 ３０，１２３

⑦農業農村基盤（ため池）整備事業 ４５０

５．健やかで思いやりのあるまちづくり

①ひと休みベンチ設置事業 ２００

②市道バリアフリー化事業 ７００

③不妊治療助成事業 １５０

④シルバー人材センター整備事業 １，４８０

⑤特定健診、特定保健指導事業 ３，９２８

⑥国民健康保険被保険者証カード化事業 ２９０

６．親しみやすいさわやかな市役所づくり

①職員研修充実事業 ２００

②市史編さん事業 ６００
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平成２０年度予算は、前年度に引き続き一般財源ベースの枠配分方式の予算編成とした。

重点施策については、これまで取り組んできた「市民が起点のまちづくり」の構築を、さらに前進させ、本

市をもっと住みやすい、魅力あるまちにするため、４年間の目標年次を明らかにした「マニフェスト～市民

との約束～」の実現を最優先に、マニフェストの項目に沿い各種施策・事業を着実に実行する予算とした。

その中でも、「市民一人ひとりが元気なまちづくり」「豊かな個性をはぐくむ子育てにやさしいまちづく

り」などを重点に、市民協働の視点を取り入れ、事業推進体制を見直すとともに、ボランティア活動の支援

体制の強化を図るなど、市民協働、安心安全のまちづくり、子育て支援に力点を置いた予算編成とした。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　２７，９９８百万円　対前年度比　７.３％減（１０.６％減）

平成２０年度一般会計予算　１４，７７７百万円　対前年度比　３.４％増（０２.９％減）大阪狭山市

予算額
単位万円

予算額
単位万円

※



１．愛着と誇りを持てるまち １，４２０

①学校教育事業 １，１００

②学校防犯対策事業 ３２０

２．いつまでも快適で生き活きできるまち ２，０４８

①障がい者施策推進事業 ２８６

②児童福祉事業 １１６

③健康管理事業 １，６４６

３．みんなの力で安全と安心を守るまち ２，７１３

①町道維持管理事業 ２，１１０

②災害対策事業新○ ６０３

４．地域の魅力アップ １２３

①観光推進事業 １２３

行財政改革の推進 －

南阪奈道路太子ＩＣ周辺整備の推進 －

住民参加の協働のまちづくり －
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４月に町長の任期が満了することから、行財政改革を最優先課題とし、住民サービスが停滞しないよう、

行政運営に必要な経常経費を最小限にとどめるとともに、投資的経費についても最小限必要なものを計上し

た骨格予算である。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　７，１２７百万円　対前年度比　９.２％減

平成２０年度一般会計予算　３，９８４百万円　対前年度比　２.５％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

太 子 町 骨格



１．健康で安らぎとふれあいのあるまちづくり

①集会所公共下水道接続事業新○ １９１

②地域防犯ボランティア団体育成事業新○ １５

③青色回転灯防犯パトロール支援事業 １９９

④介護予防事業 ８４０

⑤障害者自立支援給付等事業 ６，９２１

⑥地域生活支援事業 １，０３３

⑦乳幼児医療助成事業 ２，２６７

⑧子育てセンター事業 ５８０

⑨児童手当給付事業 １１，０３８

⑩小児急病診療事業負担 １，１６９

⑪南河内圏域障害児（者）歯科診療事業負担 新○ ７６

⑫保健事業 ２，９０２

⑬母子保健事業 ７２９

⑭地球温暖化防止啓発事業 ２５

⑮住宅・建築物耐震化促進事業 ３４７

⑯土砂災害情報相互通報システム整備事業 ３００

⑰防災マップ作成事業新○ １２０

⑱自主防災組織支援事業新○ ９６

２．文化・芸術の香り高い豊かな人間性を育むまち

づくり

①中学校における英語青年招致事業 ４３１

②小学校における英語・国際理解教育推進事業

１，０５２

③警備員配置事業 １，３０２

④白木小学校公共下水道接続事業 ８３４

⑤子ども読書活動推進事業 ２５７

⑥小学校校舎大規模改造事業 １，２０４

⑦中学校校舎大規模改造事業 ７，４５９

⑧放課後児童健全育成事業 ９１２

⑨公民館図書室図書充実事業 ４４６

⑩放課後こども教室推進事業 １８０

３．快適で住みよいまちづくり

①町道整備事業 １，２００

②集落内道路改修事業等 １，９００

③橋梁長寿命化事業 ２４０

④新都市計画マスタープラン策定事業新○ ２００

⑤公共下水道整備事業 ２１，３４４

⑥簡易水道施設改良事業 １，５００

⑦上水道第３次拡張事業 ６，５５０

⑧上水道施設改良事業 ４，３５０

４．魅力と活力のあるまちづくり

①農作物被害防止事業 ２２６

②中山間地域総合整備事業 ３，８０９

③越ヶ井水路改修事業 １，７８４

④口梨水路改修事業 １００

⑤小規模企業事業資金融資信用保証料補給 １００

５．みどり豊かなうるおいのあるまちづくり

①ふれあい緑化推進事業 ３１

②第５６回大阪府植樹祭開催事業 １５０

③弘川寺歴史と文化の森活用推進事業 ６０

④公園維持事業 ３７０
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厳しい財政状況の中、「改革と創造」を政策の柱に行財政改革を推進しつつ、より一層の歳入確保・歳出

削減に努める一方、防犯、防災、教育、子育て、健康対策など、住民生活に直結する施策に重点配分し、安

全・安心・安住のまちづくりの実現を目指した予算となっている。

平成２０年度は主な事業として、防犯対策では、青色回転灯防犯パトロール支援事業や地域防犯ボランティ

ア団体育成事業を行い、地域と一体となって防犯安全対策を充実する。防災対策では、木造住宅の耐震改修

費用の一部補助を新たに行い、民間住宅の耐震化率の向上に努める。子育て健康対策として、新生児の訪問

事業や妊婦健康診査の公費負担の拡充など子育て支援施策の充実に取り組む。教育関係では安全環境の向上

のため、幼稚園、保育所、小中学校にＡＥＤを設置する。また、耐震診断の結果により小中学校校舎の耐震

補強工事を行うほか、引き続き警備員を配置する。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　９，１７０百万円　対前年度比　７.８％減

平成２０年度一般会計予算　４，６９５百万円　対前年度比　０.７％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

河 南 町



１．豊かな自然と歴史文化を守り、伝え、活用しま

す

①金剛山管理事業 １，１０４

②文化財調査等事業 ５１

２．便利で、ここちよく暮らせる都市基盤を形成し

ます

①村道維持補修 ８４２

②上水道事業 ３，８８８

③下水道事業 ３，００２

３．地域資源を活かして産業を振興します

①中山間地域総合整備事業 ２，０９７

②森林整備事業 ５０

③地域就労支援事業 ３７

④観光振興事業 ３８７

⑤金剛山ロープウェイ管理事業 １，１１１

４．やすらぎ、安心して暮らせる地域社会を形成し

ます

①障害者福祉計画策定事業 ２６９

②後期高齢者医療制度システム事業 １０５

③自動体外式除細動器（ＡＥＤ）設置事業 ２０４

５．誰もが地域を誇れるこころを育みます

①放課後子ども対策事業 １８９

②小学校通学バス運行事業 １，２４７

③小学校大規模改造・改築事業 １，２００

④中学校耐震診断事業 ２，０００

６．みんながまちづくりに参加できる開かれたしく

みをつくります

①広報紙発行事業 ３６４

②合併協議会負担金 ６９２
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地方交付税の増加などにより、わずかながら歳入が伸びたものの、後期高齢者医療制度の本格実施による

新たな行政需要の発生などにより大幅な財源不足となったことから、基金を１億６，３００万円取り崩し予算編

成を行った。主な事業は、小学校の統合による通学バスの運行に１，２４７万円、自動体外式除細動器（ＡＥ

Ｄ）設置に２０４万円、赤阪小学校の大規模改造及び改築実施設計に１，２００万円、中学校の耐震診断・耐震補

強計画に２，０００万円など。特別会計は総額１９億１，０２２万円（２５.９％減）で、国民健康保険特別会計の施設勘

定が診療所に指定管理者制度を導入したことにより８３.８％の減、金剛山観光事業特別会計が索取替工事完了

により２３.９％の減となっている。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　４，３０２百万円　対前年度比　１２.９％減

平成２０年度一般会計予算　２，３９２百万円　対前年度比　０１.２％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

千早赤阪村



堺 　 市  

和泉市 

泉大津市 泉大津市   泉大津市 

高石市 高石市   高石市 

忠岡町 

泉 北 地 域

和泉市
■面積
行政区域面積 ８４．９８H

市街化区域面積 ２，５９３ha

■人口動態
人　　口 １７７，８５６人
世 帯 数 ６２，４３３世帯
人口密度 ２，０９３人／H

人口伸率 ２．８％
高齢化率 １５．７％

忠岡町
■面積
行政区域面積 ４．０３H

市街化区域面積 ４０３ha

■人口動態
人　　口 １７，５８６人
世 帯 数 ６，２８０世帯
人口密度 ４，３６４人／H

人口伸率 ０．４％
高齢化率 １９．８％

高石市
■面積
行政区域面積 １１．３５H

市街化区域面積 １，１１６ha

■人口動態
人　　口 ６１，１２７人
世 帯 数 ２２，８２９世帯
人口密度 ５，３８６人／H

人口伸率 △１．８％
高齢化率 １８．８％

泉大津市
■面積
行政区域面積 １２．８０H

市街化区域面積 １，３６７ha

■人口動態
人　　口 ７７，６７３人
世 帯 数 ２９，５００世帯
人口密度 ６，２１４人／H

人口伸率 ３．４％
高齢化率 １６．４％
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堺市
■面積
行政区域面積 １４９．９９H

市街化区域面積 １０９，２８ha

■人口動態
人　　口 ８３０，９６６人
世 帯 数 ３２２，９３６世帯
人口密度 ５，５４０人／H

人口伸率 ０．２％
高齢化率 １８．６％



１．人権尊重社会、男女共同参画社会の実現

①自由都市・堺　平和貢献賞 １，４４８

②女性の再就職支援と就業環境の整備 ３，０５９

③「日本女性会議２００９さかい」開催事業新○

３，０９０

２．歴史と文化を活かした都市魅力の創出

①歴史文化都市推進事業 ２，３９３

②ブランド創造発信事業 ２６，０００

③堺臨海部サッカー・ナショナルトレーニングセ

ンター整備事業 １９３，６５４

④文化観光拠点創出事業 １，５０６

⑤町家活用推進事業 ４５，９３０

⑥美原総合スポーツ施設整備事業 １０７，１２３

⑦堺第７－３区における野球場整備事業新○

２６，９４０

３．都心の活力創出と都市拠点の形成

①水環境改善整備事業 ３０，５５０

②美原複合シビック施設整備事業 １４２，９０３

③堺東行政ゾーン整備推進事業 ２，４００

④堺浜整備推進事業 ２１０，０３３

⑤東西鉄軌道事業 ６５，４０６

４．地域の発展を支える経済基盤の形成

①産業集積拠点形成事業 ８２，６１９

②総合的中小企業支援事業 ２５，８８９

③中小企業の競争力強化事業新○ ４，１２２

５．子どもたちを健やかに育む環境づくり

①保育所待機児解消事業 ９０，０１２

②周産期緊急医療体制整備事業新○ ５１７

③発達障害者支援事業新○ ３５２

④学力向上推進事業 １０，４４１

⑤いじめ問題への対応 １０，１２４

⑥放課後児童対策事業 １４２，９５４

６．支えあいと協働による安全・安心な地域社会づ

くり

①地域包括支援センター事業 ６０，４０３

②後期高齢者医療制度新○ ６０５，４４７

③（仮称）健康福祉プラザ整備事業 ７７，６０４

④重度障害者歯科診療所運営事業新○ １１，７９９

⑤地域拠点での健康づくり事業新○ ３，９２６

⑥救命救急センター整備事業 １０，６００

⑦地域会館・幼稚園・保育所等へのＡＥＤの設置

２，９３３

⑧自主防災組織活動の充実支援 ６４１

⑨地震災害想定総合調査事業新○ ４，４５２

７．住みよい生活環境の創出と環境との共生

①鉄道駅舎バリアフリー化整備事業 ４６，１８０

②南海本線（堺市）連続立体交差事業および関連

事業 ２８４，９６１

③地球温暖化・ヒートアイランド対策の推進

６，３４３

８．市民とともに取り組む市政・まちづくり

①区民まちづくり会議事業 ９５０

②区民プラザ運営事業 １，７３０
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

歳入面では市税収入が増加したものの、臨時財政対策債を含めた地方交付税は減少する中で、歳出面で

は引き続き扶助費などの社会保障関係経費が増加するなど、厳しい財政状況となっている。そのため、政

令指定都市移行による増加財源に加え、職員数削減をはじめ経常経費の削減、施策事業の見直しなどの行

財政改革に取り組み、必要な財源を確保しながら、「自由都市・堺　ルネサンス計画」を市民参加と協働に

より着実に推進し、「市民の健康やいきがいづくり」、「市民生活の安心・安全の確保」、「まちの魅力づく

り」、「経済の活性化」へと確実に結びつけることに主眼を置いて予算編成をした。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　６１６，１９５百万円　対前年度比　４.０％減

平成２０年度一般会計予算　３０８，７００百万円　対前年度比　３.０％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

堺 市



１．安心・安全のまちづくり

①既存民間建築物耐震診断・改修補助金新○ １４３

②穴師小学校耐震改修工事新○ ８，０００

③ＮＢＣ災害対応資機材整備新○ ６７０

④小学校校舎耐震診断委託料 ２，０００

⑤消防通信システム本格稼動、携帯・ＩＰ電話発

信位置情報システム新○ ２，６９２

２．環境のまちづくり

①みどり維持管理事業新○ ３，１１２

②住宅用太陽光発電システム設置事業補助金

３６０

③学校緑化推進事業 ２００

３．福祉・健康のまちづくり

①周産期医療施設整備新○ －

②地域子育て支援センター事業新○ ３８４

③健康教育委託料（メタボ予防）新○ ２００

④妊婦一般健康診査の充実 １，１７８

⑤各種がん検診委託料 ２，９６４

４．教育のまちづくり

①放課後子ども教室（まちなか塾）推進事業新○

２３２

②条南小学校トイレ改修工事新○ ３，５００

③自学自習支援事業新○ ４９５

④中学生国際交流事業 １３３

⑤学校給食調理業務委託 １５，７７９

⑥フカキ夢ひとづくり事業 ４４８

５．市民参加のまちづくり

①男女共同参画交流サロン整備新○ １，１００

②戎町公園整備 ２００

６．産業振興のまちづくり

①産業振興事業補助金 ５８３

②泉大津未来ビジョン補助金 ５００

③販路開拓、新商品・新技術、人材育成等補助金

７９０

７．都市基盤の充実するまちづくり

①火葬場整備に係る環境影響評価委託料新○

１，０００

②河原町市営住宅建替基本設計等委託料新○

２，５００

③南海本線連続立体交差事業 ８４，９６９

８．市民サービスの向上

①庁舎の日曜開庁（諸証明発行業務等）新○ －

②情報保護システム保守委託料新○ １２

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成１９年度は、国において「地方公共団体の財政健全化に関する法律」が公布され、新たな財政指標によ

る健全化基準が示された。

このような中、本市においては、新たな健全化計画である「いずみおおつ再生・未来プラン」において目

標とする「実質収支黒字の堅持」を第一義としながら、今後予測される厳しい財政状況を克服する行財政体

質を確立するべく、さらなる事業の精査・見直しを行い、限られた財源をより効果的に配分することによ

り、市民の安心・安全の確保と市民サービスの向上に配慮した平成２０年度当初予算の編成を行ったものであ

る。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　５６，２６５百万円　対前年度比　６.６％減

平成２０年度一般会計予算　２４，８７７百万円　対前年度比　０.９％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

泉大津市
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１．みんなの力を生かし地域が活性化するまち

①南部リージョンセンター管理運営事業新○ ５，２１９

②熱中市民サポート事業 ５００

③日曜日開庁経費新○ ２５４

２．多世代が豊かな心を育む学びのまち

①妊婦健康診査の拡充新○ １，３０２

②特定不妊治療助成事業新○ ５００

③乳幼児医療費助成の拡充新○ ５，１４３

④ファミリーサポートセンター事業 ４２１

⑤いずみエンゼルハウス事業助成金 １，７８０

⑥青葉はつが野小学校増築事業新○ ９，０５０

⑦槙尾中学校耐震対策事業新○ ３，０７９

⑧富秋中学校エレベーター設置事業新○ ２，８５０

⑨特別支援教育支援員配置新○ ３９８

⑩小中学校耐震補強整備事業 ２４，４５９

⑪和泉黄金塚古墳史跡指定記念事業新○ ５００

⑫放課後子ども教室推進事業新○ ３７４

３．生涯を通じて健康でいきいきと生活できるまち

①後期高齢者医療事業特別会計繰出金新○ ２９，３６０

②後期高齢者医療制度療養給付費負担金 新○ ８７，３９６

③市民健康診査事業 ７，０６４

④老人保健事業特別会計繰出金 １４，１９８

⑤和泉診療所事業特別会計繰出金 ８，７５１

⑥市立病院事業補助金 ７２，０００

⑦生活機能評価事業新○ ４，８８３

⑧地域包括支援センター事業 ７，４００

⑨介護保険事業特別会計繰出金 １２２，９８８

⑩特定健康診査・保健指導事業新○ ７，４９２

⑪中国残留邦人等相談支援事業新○ １，０８９

⑫国民健康保険事業特別会計繰出金 １３８，１８２

４．市民が安全で安心して暮らせるまち

①消防本部庁舎耐震補強設計委託新○ ３００

②消防ポンプ自動車購入新○ ３，２００

③自治体消防発足６０周年記念事業 ３００

④小型動力ポンプ付積載車購入 ５，２００

⑤市営住宅安心確保事業 １９８

⑥市営住宅整備事業（黒鳥第二住宅建替） １７，０１２

⑦民間建築物耐震改修補助金 ８７５

⑧民間建築物耐震診断補助金 ２３５

⑨都市公園バリアフリー化事業新○ ４，６００

⑩黒鳥山公園整備事業 １１１，６４０

⑪和泉中央駅前自転車等駐車場基本設計等委託 新○ １，６００

⑫上伯太線整備事業 ９１，８６７

５．だれもが環境にやさしい生活を営んでいるまち

①リサイクルプラザ増設工事新○ ４，０００

②自然環境保全活用調査事業新○ ８７

③公共下水道事業特別会計繰出金 ８２，５４２

６．個性を生かした産業と働く人々の活気のあるまち

①市街地再開発事業特別会計繰出金 ８１，６７１

②和泉ブランド創出事業新○ １５０

③企業誘致促進奨励金 ３３，６０６

④土地賃貸促進補助金 ４，９７２

⑤泉州東部区域農用地総合整備事業償還金 新○ ５４，５０４

⑥農業体験交流施設管理運営事業新○ ６８６

⑦農業体験交流施設等整備事業 ６，７１２

⑧障害者就業・生活支援事業新○ ４０５

７．すべての人が個人として輝き人権が尊重されるまち

①人権文化センター改修事業 １０，２００
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成２０年度においては、公民協働元年として「地域が主体の安全で安心な地域特色を生かした個性あるま
ちづくり」の実現に向け、多様な施策を推進することとした。予算編成においては、平成１９年度から重点的
に取り組んできた小・中学校校舎の年次的な耐震改修に加え、「安心して子どもを産み、育てる」ことので
きる施策に重点的に配分することとし、「出産・子育て安心サポート事業」として、乳幼児通院医療費助成
対象年齢の就学前までの引上げ、妊婦無料健診回数の拡大、不妊治療への助成制度の創設するとともに、市
南部地域において、地域住民のコミュニティ活動や生涯学習活動の拠点となり、泉州初となる道の駅を併設
する南部リージョンセンターに係る予算などを新規に配分した。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１０１，４９７百万円　対前年度比　７.３％減

平成２０年度一般会計予算　０５３，２００百万円　対前年度比　１.１％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

和 泉 市



１．「小さな輝き」と「和み」をつくりだすまちづく

り

①コミュニティー活動の推進 ５，５４９

②人権・女性施策推進事業 ９３４

③緑化推進事業 ２，８４５

④自治振興 ４１９

⑤高砂公園運動広場改修事業新○ １６，３８０

２．小さな輝きが磨きあうまちづくり

①市民文化会館事業 １２，８８９

②奨学金の貸付事業 １，９５３

③学校環境の整備事業 ２８，３５２

④保健体育事業 ８６３

３．小さな輝きがともに支えあうまちづくり

①総合ライフケアセンター指定管理者委託料

３，６００

②医療助成事業 ３４，８３６

③高齢者福祉事業 １１，３３４

④障害者福祉事業 ６１，５０９

⑤児童福祉事業 ７８，０５９

⑥保健事業 １９，７５４

４．小さな輝きの舞台としてのまちづくり

①南海本線等連続立体交差事業 ８９，０７６

②市街地再開発事業 １，１５３

③自転車対策 １，１２２

④災害対策 ４，９４９

⑤環境対策 ４，８４５

⑥河川改良事業 ９，４６１

５．小さな輝きが活躍できるまちづくり

①商工業振興 ８，１３３

②勤労者対策 ６６０

③消費者対策 ９５７

④農・漁業振興 ２３６

⑤港湾関係 ４１７

６．小さな輝きが広がるまちづくり

①市政広報・市民相談 １，０６２

健全化法を視野に入れた、行財政改革に取り組むことを平成２０年度予算編成方針とした。

歳出：削減等方針

「人件費の抑制」…指定管理者制度の導入や再任用等の活用、また、事務の民間委託による削減を図る。

「管理的経費」…事務事業の必要性、効果等を再検討し、既定経費の思い切った削減を図る。

歳入：財源確保

「受益者負担」…受益者負担の適正化を図る。（使用料、手数料、減免のあり方、新たな受益者負担の導入）

「所有土地の処分、有効利用」…市所有の普通財産の土地等で、売却可能なものは計画的に処分し、有効活

用が図れるものは貸付を行うなど財源の確保に努める。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　３５，３６７百万円　対前年度比　１１.３％減

平成２０年度一般会計予算　２０，６１４百万円　対前年度比　０４.５％増高 石 市
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予算額
単位万円

予算額
単位万円



１．まちづくりの主役となる人づくりに努める

①小・中学校耐震診断委託 ４６９

②留守家庭児童学級運営 １，０２８

③人権施策の推進 －

④文化会館空調機器整備 ３８４

⑤ＡＬＴ招致事業 ４５０

２．一人ひとりの自立した生活を支える

①生活習慣病予防事業 ３３

②乳幼児医療費助成事業 ２，３２４

③子育て支援センター事業 ２６０

④障害者社会参加等促進事業 １２０

⑤消費者相談事業 ５３６

３．一人ひとりが安心できる環境づくりに努める

①公共下水道事業 ７，９０８

②防犯灯維持管理 ２９４

③公園等維持管理 ２，８３５

④生活環境・美化運動推進事業 １６６

⑤交通安全教育推進事業 ８０

４．一人ひとりの暮らしの基盤を整備する

①道路管理事業 １，６２７

②福祉バス運行事業 ５３５

③商工業の振興 １，０２４

④町営住宅維持管理 ５５３

⑤貸菜園事業 ８５

５．まちづくりを一人ひとりとともに進めていく

①地域社会活性化支援 ６５０

②財政健全化推進 －

③安心相談アドバイザー配置 ２４６

④広報紙発行 ５３０

⑤自治会運営 ２３５
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平成２０年度の一般会計は、前年度当初比２０．５％減の５７億７，８９０万円で、前年度における町債の借り換え

分を除けば４．３％減となり、特別会計・企業会計を加えた総額は前年度当初比２３．８％減の１０９億７，１６５万

６千円となった。平成１８年に度策定した「第二次財政健全化計画」を進め、施策・事業の見直しを行い、緊

縮型の予算となった。

現在の厳しい財政状況の中、小・中学校の耐震診断、次世代育成支援行動計画策定にかかるニーズ調査、

文化会館の空調機器整備など、住民生活に密着した施策を推進すべく予算編成を行った。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１０，９７２百万円　対前年度比　２３.８％減

平成２０年度一般会計予算　０５，７７９百万円　対前年度比　２０.５％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

忠 岡 町



岸和田市 

熊取町 

泉佐野市 
泉南市 

阪南市 

田尻町 

関西国際空港 関西国際空港 関西国際空港 

岬　町 

泉 南 地 域

岸和田市
■面積
行政区域面積 ７２．２４H

市街化区域面積 ２，８６７ha

■人口動態
人　　口 ２０１，０００人
世 帯 数 ７２，８５６世帯
人口密度 ２，７８２人／H

人口伸率 ０．４％
高齢化率 １８．８％

熊取町
■面積
行政区域面積 １７．２３H

市街化区域面積 ９２４ha

■人口動態
人　　口 ４４，５０５人
世 帯 数 １５，０７０世帯
人口密度 ２，５８９人／H

人口伸率 ３．７％
高齢化率 １５．６％

貝塚、市
■面積
行政区域面積 ４３．９９H

市街化区域面積 １，６６３ha

■人口動態
人　　口 ９０，３１４人
世 帯 数 ３１，５９２世帯
人口密度 ２，０５４人／H

人口伸率 ２．０％
高齢化率 １８．３％

泉佐野市
■面積
行政区域面積 ５５．０３H

市街化区域面積 ２，０６２ha

■人口動態
人　　口 ９８，８８９人
世 帯 数 ３６，０６５世帯
人口密度 １，８１９人／H

人口伸率 ２．９％
高齢化率 １８．６％

泉南市
■面積
行政区域面積 ４８．４８H

市街化区域面積 １，３０２ha

■人口動態
人　　口 ６４，６８３人
世 帯 数 ２１，７５１世帯
人口密度 １，３６６人／H

人口伸率 ０．８％
高齢化率 １８．６％

岬町
■面積
行政区域面積 ４９．０６H

市街化区域面積 ７０４ha

■人口動態
人　　口 １８，５０４人
世 帯 数 ６，７４３世帯
人口密度 ３７７人／H

人口伸率 △６．５％
高齢化率 ２６．０％

阪南市
■面積
行政区域面積 ３６．１０H

市街化区域面積 １，１８８ha

■人口動態
人　　口 ５７，６１６人
世 帯 数 １９，８４４世帯
人口密度 １，５９６人／H

人口伸率 △１．０％
高齢化率 １７．４％

田尻町
■面積
行政区域面積 ４．９６H

市街化区域面積 ２２１ha

■人口動態
人　　口 ７，２４０人
世 帯 数 ２，７３１世帯
人口密度 １，８７６人／H

人口伸率 ６．７％
高齢化率 ２０．３％
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１．新しいまちづくりの推進

①自治基本条例趣旨普及事業 ５０

②公民協働システム推進事業 ４８

③次期総合計画策定事業新○ ３００

④行財政再生プランの推進 －

⑤地域経営システム構築事業 －

⑥広告収入等歳入確保事業 －

２．人間を尊重する教育・文化のまち

①岸和田サテライト支援事業 ２３１

②放課後子ども教室推進事業 ３００

③公立幼稚園アフタースクール事業〔預かり保育〕

９２２

３．ともに築く健康と福祉のまち

①小児初期救急広域センター運営事業 １４，５１３

②コミュニティソーシャルワーカー事業 ６，３８０

③中学校昼食サポート事業 ３５２

④地域子育て支援センター運営事業 ８７０

⑤ブックスタート事業 １２６

⑥乳幼児医療助成事業 ２２，２４３

４．地球と人にやさしい環境のまち

①バイオマス等未活用エネルギー調査事業新○

８９０

②地域農政推進対策事業 １８６

③不法投棄防止事業 ３２６

５．安全で快適な都市的魅力のあるまち

①消防本部庁舎等施設整備事業 ４５，６９５

②既存建築物耐震診断改修事業 ３９８

③小・中学校耐震補強事業 ９，５５０

④都市計画マスタープラン推進事業 ３００

⑤ＪＲ阪和線東岸和田駅付近高架化事業 ４１，２８４

⑥東岸和田駅東地区防災街区整備事業 ８４，１９４

６．活力ある産業振興のまち

①産業振興新戦略プラン推進事業新○ ２，２５０

②観光振興計画推進事業 １，３００

③岸和田ブランド創出事業 １００
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「行財政の再生」、「地域の再生」、「都市の再生」、「産業の再生」、「自然の再生」の５つの再生の実現によ

り、岸和田を再生するという理念のもと、平成２０年度予算を編成した。その特徴、重点施策は下記のとおり

である。

逼迫した財政状況を克服し、持続可能な財政構造への転換を図るため、平成１９年３月に策定した「きしわ

だ行財政再生プラン」（Ｈ１９からＨ２３を実施期間とする）に基づき、人件費の削減を中心とする歳出削減策

を引き続き実行するとともに、新たに受益と負担の公平性の観点から、保育料、幼稚園保育料、公園・スポ

ーツ施設の使用料等の見直しに取り組んだ。

一方で、限られた財源を有効に活用し、行政サービスの向上を図るとともに、将来のまちづくりの礎を築

くため、消防本部庁舎の新設移転、学校教育施設の耐震化など「安全・安心なまちづくり」に関る施策、中

小企業の基盤強化、企業誘致を中心とする産業振興施策、観光施設の整備等による観光振興施策、子育て支

援施策に重点的に予算を配分した。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１６８，４１２百万円　対前年度比　５.８％減

平成２０年度一般会計予算　０６４，３９５百万円　対前年度比　１.７％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

岸和田市



１．安全・安心なまちづくり事業

①消防署（水間出張所）建て替え事業 １１，１３０

②屋内運動場整備（建て替え）事業 ４６１

③防災行政無線設置事業 １，２１２

④上水道整備事業 １５，９６０

⑤ＡＥＤ設置事業 ２８９

２．快適で健康に暮らせるまちづくり事業

①（仮称）泉州広域母子医療センター整備・運営

事業 ２，９１３

②南海貝塚駅周辺バリアフリー化事業 ９６７

③子育て支援センター設置事業 ７，６７７

④消費者行政推進事業（多重債務者の問題解決専

門相談）新○ １０６

３．個性的で元気なまちづくり事業

①「バレーボールのまち貝塚」推進事業 ２，１６８

②東山丘陵地特定土地区画整理事業新○ ３，４１９

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

予算編成にあたりましては、「貝塚市行財政改革実施計画」を強力に推進するとともに、自主・自立の自

治体運営で「市民との協働による地方自治・貝塚市」を実現することとし、さらに安心・安全対策の充実、

学校施設の耐震化等に伴う整備、子どもの安全対策、少子化対策、南海貝塚駅のバリアフリー化事業などに

重点配分するとともに、厳しい財政状況の中にあっても、常に財政収支の均衡、後年度負担の縮減による財

政体質の健全化に留意し、効率的・効果的な配分に努めることを基本に予算編成を行ったものであります。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　６０，６５３百万円　対前年度比　０３.３％減　

平成２０年度一般会計予算　３０，４８２百万円　対前年度比　１４.７％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

貝 塚、 市
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１．すべてのひとが輝く社会の実現

①人権啓発事業 １，９９１

②生活相談事業 ２，９１３

２．ひとを大切にし、やすらぎを感じるまちづくり

①コミュニティソーシャルワーカー配置促進事業

２，３２０

②高齢者生活支援ハウス事業 １，４４４

③後期高齢者医療事務事業 ６７，４０５

④老人医療助成事業 ２２，１７４

⑤障害者ショートステイ・ホームヘルプ事業

１１，７５５

⑥障害者医療費助成事業 １８，１５３

⑦障害者地域生活支援事業 ８，６３７

⑧次世代育成支援対策事業新○ ４１８

⑨放課後児童対策事業 ４，４４４

⑩児童扶養手当事業 ５７，０８６

⑪民間保育所対策事業 １６２，５４７

⑫母子家庭等自立支援推進事業 ６９５

⑬健康増進事業（健康診査、予防接種等）

１６，５３８

⑭中央保育所民営化整備事業新○ ２，５１４

⑮こだま保育所民営化整備事業新○ １，１８５

⑯障害者福祉計画等策定事業 ３３８

⑰乳幼児医療費助成事業 ９，９５５

３．ひとを豊かに育み、ふれあいを感じるまちづくり

①国際交流事業 １，２０９

②奨学金貸付事業 １，５０３

③私立幼稚園就園助成事業 ６，１９９

④教育支援事業 １，６０４

⑤学校支援コーディネーター配置 ２９９

⑥学校安全緊急対策事業 ２，０２３

⑦北中小学校整備事業 ３５，７１０

⑧第三中学校整備事業 １０，６５８

⑨佐野中学校整備事業 ４，６７０

４．ひとの活力をうみ、うるおいを感じるまちづくり

①美化推進事業 ３，７０９

②地域就労支援事業 ４５８

③商工業振興事業 ５２５

④地場産業支援センター管理事業新○ １，０３７

⑤観光振興事業 ６７１

５．ひとが安心し、くつろぎを感じるまちづくり

①第４次総合計画策定 ５０２

②コミュニティバス事業 ２，７８２

③南海本線連続立体交差事業 １７，９２６

④泉佐野駅前広場整備事業 ２８，２６２

⑤末広公園整備事業 ７５，０３９

⑥鶴原団地住宅（１～５棟）建替事業 ３８，４４８

⑦都市計画マスタープラン策定事業 ６０４

⑧既存建築物耐震化推進事業新○ ９０

⑨泉佐野駅前広場（西口）整備事業新○ １０，７３１

⑩みどりの基本計画策定事業新○ １４８
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平成２０年度予算の編成方針では、基本的には財政健全化計画期間と変わることのない予算編成とした。ま

た再生法制に関わる課題として、宅地造成事業会計などの特別会計及び土地開発公社の財政健全化に取り組

む必要があり、引き続き市トータルでの財政健全化に向けて、継続して取組を実施していくこととしてい

る。その結果、平成２０年度予算は、老朽化した義務教育施設等の整備や少子化対策などの重点項目には配慮

しつつ、集中改革プランに掲げる民間委託等の推進、宅地造成事業会計の健全化などを着実に進めることを

盛り込んだものとしている。一般会計においては借換債を除く実質的な歳出規模でも前年度に比べ１.１％の

微増にとどまっており、市トータルでの財政健全化をめざす「継続緊縮予算」とした。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　８７，３０９百万円　対前年度比　６.３％減

平成２０年度一般会計予算　４０，０３４百万円　対前年度比　０.１％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

泉佐野市



１．ふれあいのあるまち　いきがいのあるまち

①小学校施設整備事業 １７，９９６

②中学校施設整備事業 ８，４０４

③子ども安全パトロール隊街頭犯罪抑止事業１３１

④埋蔵文化財センター事業 ６９８

２．げんきなまち　やさしさのあるまち

①母子保健対策事業 ２，８４３

②乳幼児医療助成事業 ６，３９２

③老人集会場改修事業新○ ３，５５０

④高齢者虐待防止緊急一時保護事業新○ ４８

⑤留守家庭児童対策事業 １，５７１

⑥子育て支援事業 ６６８

３．安全なまち　活力のあるまち

①塵芥処理事業 ６４，９６９

②環境整備対策事業 ５０，８１９

③防災用広報システム整備事業 ４，７２３

④消防体制の整備 ３，０００

⑤交通安全対策事業 ５，３５７

⑥農業振興事業 ２，２９２

⑦農業公園費 １，０４２

⑧商工業振興事業 １，４６０

⑨行政情報ネットワーク整備事業 ３，７６４

４．快適なまち　個性のあるまち

①市営住宅管理事業 ６，３５５

②和泉砂川駅前整備事業 ５００

③信達樽井線改良事業 ７２，８９４

④砂川樫井線新設事業 ９，９５０

⑤防潮堤道路整備事業 ３，１４７

⑥道路新設改良事業 ３，５８６

５．構想実現のために

①ＡＢＣ委員会への助成 ３１１

②広報活動の充実 １，５９２

③公聴事業 １，１２８

④住民情報システムの運用 ９，０７８

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成２０年度予算の編成は、依然として厳しい財政状況の中で新たな財政健全化法を念頭に置きながら臨む

ことになるが、これまで通り真摯に財政構造の改革を図ることを基本とし、第１の目標としては、実質収支

の黒字決算を堅持すること。第２の目標としては、経常収支の更なる改善を図ること。第３の目標として

は、実質的な将来負担額の圧縮を早急に進めることとする。

歳入面では、自治体存立の根幹を成す市税収入の確保に最大限の努力を傾注すること。課税客体を的確に

把握し、確実な徴税システムを構築するなど、徴収率の向上に向けて組織的な取組をさらに推進すること。

また分担金及び負担金、使用料及び手数料を確実に徴収するなど、地方債以外の財源による歳入の増収に努

めることとする。

歳出面では、すべての経費について見直しを進め、その縮減に努めること。市民本位の視点から行政サー

ビスの質的充実を推進すべく各部局の創意工夫のもと、現場に十分配慮しながら施策の「選択」と「集中」

をこれまで以上に徹底して推進し、限られた財源の適切な配分に努めることとする。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　３７，２９３百万円　対前年度比　７.９％減

平成２０年度一般会計予算　２０，５５２百万円　対前年度比　７.６％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

泉 南 市
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１．安心・安全のまち：やすらぎのある住環境を支

える社会システムの形成

①尾崎駅耐震補強事業新○ ６００

②障害者福祉計画等策定事業新○ ２５３

③障害者自立支援法運営費 ２８０

④老人福祉センター指定管理委託事業新○ ２，４６３

⑤視覚障害者等支援緊急基盤整備事業新○ ５０

⑥障害児を育てる地域の支援体制整備事業新○

１００

⑦日中一時支援事業（障害児タイムケア） ２６８

⑧こんにちは赤ちゃん事業新○ ２

⑨乳幼児家庭支援事業新○ ２３３

⑩私立保育所運営補助事業（特定保育） ２７

⑪予防接種実施事業（麻しん・風しん） １，２０１

⑫母子保健事業（妊婦健診） ６６６

⑬児童ふれあい交流事業 ３７

⑭既存民間建築物耐震診断補助事業新○ ４５

⑮自主防災組織育成事業 ５９

⑯市内中学校ＡＥＤ設置事業新○ １００

⑰留守家庭児童会指定管理委託事業 ４，２２８

⑱市立病院繰出金 １１８，１００

２．出会い、躍動するまち：次世代に引き継ぐ都市

基盤の形成

①コミュニティバス運行事業 ３，６７７

②戸籍電算システム導入事業新○ ２，５８２

③阪和自動車道横断歩道橋補修事業新○ １，９５０

④ごみ収集有料化事業新○ ４，５４７

⑤和泉鳥取駅前地区整備事業 ５，００６

３．楽しく暮らせるまち：豊かな住生活を支える環

境の形成

①本庁舎等空調設備更新事業新○ ５６６

②火葬場修繕事業 ６６４

③ため池整備事業 ２，１１９

④アダプトプログラム推進事業 １９

４．心の豊かさを育むまち：生涯にわたって自分ら

しく生きる人を育て文化を育む環境の形成

①学校等安全緊急対策事業 １，２２３

②障害児介助員配置事業 ３，５６９

③ボランティア元気アップ事業 ５０

④スクールカウンセラー配置事業 １６６

⑤文化センター指定管理委託事業 ６，５６９

⑥文化センター屋上防水改修事業新○ ３，５００

⑦自動車文庫車両改造設備購入事業新○ １５０

⑧体育施設改修事業新○ ２，２００

５．多様な産業の育つまち：居住都市にふさわしい

産業構造の形成

①企業誘致促進奨励金交付事業 ５５３

②地域就労支援事業 ３２３

③消費者行政対策事業 １８６

④観光振興対策事業 ６２４

６．人をおもいやり生かすまち：あらゆる市民が参

画し、公正で開かれた地域社会の形成

①議会会議録検索システム運営事業新○ ６５

②地域まちづくり協議会推進事業 ７２０

③男女共同参画推進事業 ３８

④市民活動推進事業 ５１

⑤人権相談運営事業 ２７０
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成２０年度予算編成は、第二次財政再建実施計画の基本方針である「持続可能な行財政運営システムの構

築」を踏まえ、将来に過度の負担を残さずに、激変する市民ニーズへ柔軟に対応するとともに、市民生活に

多大な影響を及ぼす財政再生団体への転落をなんとしても回避することを最優先とした。

市税の滞納対策をはじめとする歳入確保の取り組みや、制度・施策の見直しなどの歳出削減方策を盛り

込んだが、平成１９年７月以降の内科診療休止に伴い市立病院の経営が著しく悪化しており、市立病院の平

成１９年度末の資金不足を解消するための繰出金を計上したこともあり、非常に厳しい予算編成となった。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　３０，９１０百万円　対前年度比　１２.５％減

平成２０年度一般会計予算　１４，９９７百万円　対前年度比　０３.１％増

予算額
単位万円

予算額
単位万円

阪 南 市



１．みんなが主役の未来かがやくまちづくり

①総合計画策定事業 ８４９

②行政改革推進事業 ２３

２．生涯の学びを通じてひとを育むまちづくり

①中家住宅管理事業 ４５７

②熊取交流センター運営事業 １１９

③生涯学習推進事業 ４７

④児童相談事業 ２３９

⑤外国青年英語指導助手招致事業 １，２８６

⑥小学校英語活動推進事業 ２１３

⑦中学校改築事業 ８，６４４

⑧放課後子ども教室推進事業 １０６

⑨学校安全・安心推進事業 ７７９

⑩総合体育館維持管理事業 ２９３

⑪国際交流事業 ８２５

３．健やかでいきいき暮らせるまちづくり

①予防接種事業 ９３６

②土曜日における延長保育の実施（４保育所）新○

１７３

③子ども総合相談体制の整備 ９７２

④泉州広域母子医療センター事業新○ ９６５

⑤老人保健福祉計画策定事業 ２０５

４．自然と共生する快適で美しいまちづくり

①野外活動ふれあい広場管理事業 ４７０

②住宅整備事業 １２，２８８

③リサイクル推進事業 ８１

④ごみ収集事業 ８８

５．利便性が高く安全で安心なまちづくり

①災害対策事務経費 １７３

②安全・安心なまちづくり事業 １，２６２

③自主防犯・防災組織支援事業 ３０

④地域活動活性化事業 １０１

⑤国費ため池等整備事業 ６，８５０

⑥国費道路新設改良事業 ２，５００

⑦大阪和泉泉南線道路改良受託事業 ９，８１５

⑧道路維持事業 ３，８３７

⑨上水道の整備 １１，６５８

⑩下水道の整備 ２８，００３

６．活気あふれるにぎわいのあるまちづくり

①商工業振興事業 １６１

②熊取アトムサイエンスパーク構想推進事業 ４４

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

歳入面では、地方交付税が、地方税の偏在是正などを受けて、全国交付税総額が増加したことなどによ

り、対前年度比１０.０％の増加となっている。また、町税もほぼ前年並みに推移していることなどから、歳入

全体としては、若干の改善が見られるものの、依然として厳しい歳入環境にある。

一方、歳出面については、各種事業が完了したことなどにより、投資的経費が大幅に減少しているが、公

債費などの経常的経費は若干の減少に留まっているため、基金の取り崩しにより収支均衡を保っている状況

が続いている。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　２０，２５１百万円　対前年度比　１３.２％減（１４.８％減）

平成２０年度一般会計予算　１０，１９１百万円　対前年度比　０５.７％減（０８.３％減）

予算額
単位万円

予算額
単位万円

熊 取 町
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骨格 ※



１．元気と安心の暮らしづくり

①老人福祉センター事業 ５８０

②障害者地域生活支援事業 １，４８９

③心身障害児通園事業 １，０４６

④妊婦健康診査委託事業 １６７

⑤老人医療費助成 ７００

⑥一部負担金助成 １，６００

⑦障害者医療費助成 ７５０

⑧ひとり親家庭医療費助成 ６００

⑨乳幼児医療費助成 １，５００

⑩放課後子ども教室推進事業 ４８

⑪安全なまちづくり推進事業 １８

⑫泉州広域母子医療センター運営協力事業 ２０２

⑬庁舎整備事業 １９５

２．水と緑の環境づくり

①遊休農地対策事業 ３１

②ごみ減量化及びリサイクル関係事業 ２５

３．ふれあいと人権尊重のまちづくり

①人権協会の運営 ８７

４．明日につながる「まち文化」づくり

①教育相談事業 ２３２

②町史編纂事業 ３６

③学校給食調理業務委託 １，７３０

５．ゆたかな暮らしの基盤づくり

①地籍調査事業 １，１３５

②下水道（雨水管整備）事業 ２１，２００

６．であいと暮らしの基盤づくり

①泉州黄玉ねぎの普及支援事業 ６

②商工振興資金利子補給事業 １，５００

③企業誘致促進奨励事業 ２，０５０

④地域就労支援事業 ４６８

７．住民主体のまちづくり

①まちづくり講演会の実施 ２５

８．財政健全化に向けた取組み

①歴史館指定管理者指定委託 ５００

②多目的グラウンド指定管理者指定委託 ３９１

９．その他

①地方公営企業等金融機構出資 １００
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Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

平成２０年度予算は、町長選挙が執行されることから骨格予算として編成した。予算額は、前年度より大幅

な減額となっているが、町債の借換えという特殊要因を除くと、実質的には約７.５％減、一般会計でみると

約３.５％減となる。主要な項目として、母体や胎児の健康を確保するために妊婦健康診査の公費負担の充実

を図るほか、各公共施設にＡＥＤの設置を盛り込んだ。歳入面では、固定資産税の増加が見込めるものの、

今後長期的視点でみると収支の均衡がとれず赤字財政が続くという厳しい状況であり、緊縮型予算として編

成した。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　８，０７５百万円　対前年度比　１８.２％減

平成２０年度一般会計予算　５，２２７百万円　対前年度比　２０.３％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

田 尻 町 骨格



１．自然のもとで、元気に安心して暮らせるまち

①がん、肝臓疾患対策等のための各種検診の実施 ６９１

②各種医療助成事業（乳幼児・老人・障害者） １１，４２７

③高齢者・身体障害者住宅改造事業補助金 １８０

④生活支援ハウス運営事業 １，２５４

⑤障害福祉サービスの実施 １５，５３５

⑥放課後児童健全育成事業 １，３９３

⑦子育て支援事業

（子育て支援センター事業を含む） ４３８

⑧児童措置事業 １１，０７６

⑨健康ふれあいセンターの運営

（指定管理者制度） ６，９１３

⑩地域福祉計画策定事業 ２２４

⑪高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定事

業新○ ２５０

⑫障害者自立支援特別対策事業新○ ２１１

⑬後期高齢者医療事業新○ ２１，６４０

２．自然にふれあい、心豊かに暮らせるまち

①地域青少年社会教育総合事業 ２８９

②外国青年招致事業 ５９４

③スクールカウンセラー設置事業 ９７

④進路支援事業 １８９

⑤学校水泳事業 ５２３

⑥多奈川小学校体育館耐震診断事業新○ １９０

⑦おおさか元気広場推進事業新○ ９０

⑧幼児教育支援センター事業新○ ５０９

⑨淡輪幼稚園耐震診断事業新○ ３２

３．自然を生かして、いきいき魅力満載のまち

①漁港改修事業 ２，３２５

②地域活性化イベント開催補助金 ３０

③地域就労支援事業 ３９９

④有害・鳥獣等防除事業 ５０

⑤海釣り公園整備事業 ４，５００

⑥農山漁村活性化施設整備事業新○ １，７３４

４．自然を守り、安全で快適に暮らせるまち

①自然海浜保全事業の実施 ２７７

②家庭ごみ等分別収集事業 １４，８６７

③粗大ごみ等不法投棄対策事業新○ ３７６

④ごみ減量化対策事業新○ ６０

⑤リサイクル施設整備事業新○ ２２，８４８

⑥消防ポンプ自動車整備事業新○ １，９３４

⑦防災訓練事業（近畿２府７県合同防災訓練）新○

３１３

５．自然と共生し、便利に暮らせるまち

①路線バス対策補助金 ４，２００

②下水道事業の推進 ２９，７１１

③第二阪和国道建設促進事業 １，７０３

④公営住宅改修事業 ６１０

⑤土砂採取跡地整備事業（大阪府受託事業） ３０，２９０

⑥公営住宅耐震診断事業新○ ２６０

Ⅱ．施策体系別主要事業一覧　─────────────────────────────

歳入については、都市公園区域の変更を契機として課税することになった固定資産税は増加したものの、

町民税の減少が予想され、町税はわずかな増収にとどまる見通しである。また、譲与税・交付金において

も、 国・府の税収が減少となる見通しから減収が見込まれるとともに、地方交付税も減少する見通しと

した。一方、歳出については、「集中改革プラン」により人件費や物件費は減少したものの、公債費や新た

に創設された後期高齢者医療に伴う負担金など社会保障関係経費などが増加となった。新規事業について

は、国、府等の補助事業を原則とし、学校や住宅の耐震診断やリサイクル施設の整備など安全の確保や環

境対策に取り組むものや、関係法令に基づくものに限り予算措置を行った。このような大変厳しい状況の

中で、再生団体への転落回避に向け、「第３次総合計画」に掲げる「笑顔あふれる　いきいきタウン“みさ

き”」の実現に向けて、限られた財源を活用する内容とした。

Ⅰ．予算の特色　───────────────────────────────────

平成２０年度当初予算総額　１３，２６６百万円　対前年度比　１１.５％減

平成２０年度一般会計予算　０６，３２０百万円　対前年度比　０１.１％減

予算額
単位万円

予算額
単位万円

岬 町
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